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「Make」は、アメリカ発のテクノロジー系DIY工作専門雑誌として2005年に誕生しました。
自宅の庭や地下室やガレージで、びっくりするようなものを作っている才能あふれる人たちの
コミュニティが、どんどん大きくなっています。「Make」は、そうしたコミュニティ同士を結びつけ、
刺激と情報と娯楽を与えることを目的としています。「Make」は、すべての人が思いのままに、
あらゆるテクノロジーを遊び、いじくり、改造する権利を称賛します。「Make」の読者は、自分
自身、環境、教育──私たちの世界全体をよりよいものにするための文化、コミュニティ
として成長を続けています。それは、雑誌の読者という枠を超え、全世界的なムーブメントに
なりました。私たちはそれを「Makerムーブメント」と呼んでいます。Maker Faireは、地上
最大の（DIYの）展示発表会です。家族で楽しめる、発明と創造と役に立つ情報がいっぱいの
展示会であり、Makerムーブメントのお祭りです。そこは人々が自分で作った物を見せ合う
場所であり、自分が学んだことをシェアする場所でもあります。出展するMakerは、技術愛好家、
クラフト作家、農家、科学者、ガレージの機械いじり愛好家など多岐にわたり、年齢も経歴も
まちまちです。Maker Faireの使命は、このコミュニティを、楽しませ、情報を提供し、結びつけ、
より大きくすることにあります。最初のMaker Faireは、カリフォルニアのサンマテオで開催
され、2013年の8回目には、800組を超えるMakerと12万人以上もの来場者が参加しました。
もう1つのフラッグシップイベントであるWorld Maker Faire New Yorkは、3年間で500組
を超えるMakerと5万5千人以上もの来場者を迎えるまでに成長しています。その他の主要
なMaker Faireが開催されているのは、デトロイト、カンサスシティ、ニューカッスル（イギリス）、
ローマ、東京です。また、各地のコミュニティが主催、運営するMini Maker Faireは、全米、
そして世界各地で開催されています。
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Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e は「 つくば 」 の 街 に 、 も の づくりを 基 にした 未
来 の 種まきを行 おうとする 試 みでした 。 

約５０ 年 前 か ら の 国 家 プ ロ ジェクトが 生 み 出した 種 をまく「 畑 」 を 作 ってみ よ
うという試 みでした 。 

それ は 収 穫 祭 で は なく「 種まき 祭 」 で もありました 。 しかし 、 一 般 的 に 収 穫 祭
は あって も 、 種 まき 祭 は ありま せん 。 収 穫して 初 めてみ ん な が 生きてゆくこと が
でき、 収 穫 するまで に は 様 々な 困 難 が あ ることをみ ん な が 知ってい るか らで す。 

我 々は 、 種 まきをし な いと 収 穫 も な いとの 想 い を 胸 に 、「 地 鎮 祭 」 に 近 い 願 い
を 持 って、 この「 祭 」 を行 いました 。 

 結 果 として、 種 ま き は 成 功 し た と い う 実 感 を 持 つ に 至 って い ま す。 Ts u k u b a  
M i n i  M a k e r  F a i r e は２日 間 で1 5 0 組の展 示 、4 2 1 0 人の 来 場 者を得て 市 井 の「も
の づくり」 が そこ に 在 ることを 示 し まし た 。「 つ くば 」 の 地 に お い て 様 々 な 種 が
ここに 在ることを 示 せ たと考えています。 支 えてくだ さった 方々に 感 謝 いたします。 

これ か らは 、 畑 の 手入 れや、 様 々な 環 境 に 対 応し な が ら「 畑 」 を 守 って いく段
階 に 来 てい るような 気 がしています。 そして、もちろん 、それ が 良い「 畑 」であっ
た か どうか に は 議 論 すべ き 論 点 が 残 って い ま す。 畑 を 耕 し 、 手入 れ を 行 い 、 環
境 に 適 応してゆくことは 、祭という「 ハレ」で は なく「 ケ」の 活 動 になります。「 ハ
レ」 の 場 合 は 、 実 行 委 員 会という 組 織 で 対 応 で きました が 、「 ケ」 の 活 動 に は よ
り 継 続 可 能 で、 実 務 的 な 組 織 が 必 要 となりま す。 この 実 務 的 な 組 織 として会 社
を 立 ち上 げるという活 動 に 着 手しております。「 つくば 」 を「 デ ザイン」 するとい
う意 味 で、「 つくば デ ザ イン」 という 名 前 の 元 に 畑 を 構 築 し 、 維 持 して ゆく活 動
をしたいと考えています。 

い つ の 日 か 、 本 当 の 意 味 で の「 収 穫 祭 」 が で き る よ う に 、 こ の Ts u k u b a  
M i n i  M a k e r  F a i r e  という種 か ら 始 まった の だと言える日が 来 ることを 願ってい
ます。 

本 当 に 、 色 々とありがとうござ いました 。 

 実 行 委 員 長  五十嵐 浩 也  挨 拶

T M M F 実 行 委 員 会  実 行 委 員 長
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 五十 嵐 浩 也
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全 世 界 2 0 0 ヶ 所 以 上 で 開 催 さ れ る M a k e r  F a i r e を、 初 めてつくば で 開 催しま
す。 M a k e r  F a i r e は 、あらゆる 年 齢 の 技 術 愛 好 家 、エン ジニア、作 家 、アーティ
スト、 学 生 等 が 自 分 た ち の 技 術 を 出 展 し ま す。 家 族 で 行 って も 楽 し め る 、 発 明
と 想 像 が い っ ぱ い で 機 知 に 富 む 人々 が 集う「 も の づくりの 祭 典 」 で す。「 つくる
場 ＝ つ くば 」 を キ ャ ッ チフレ ーズ に 、 つ くば が 一 丸 と な った 、「 つ くる」 文 化 の
確 立や 新 たな 学 術・研 究 の 創 出 、 スタートアップ 推 進 を目 標 としています。

つくば カピ オ・アリー ナ で は 、 総 勢 約 1 5 0 組 のメイカ ー が 、 S T E A M 教 育、 未
来 の モ ビリティな ど、 つくばらし い テ ーマ に よる 展 示 を 行 い ま す。 も の づくり 体
験 コ ー ナ ーで は 、 子 供 か ら大 人まで も の づくりを 体 験 で きます。 シン ポ ジ ウムで
は 、 つくば 市 長 の五十 嵐 立 青 氏 、 民 間 初 の 宇 宙 ロ ケットを打上 げ た 稲 川 貴 大 氏 、
映 画『 天 気 の 子』 に 本 人 役 で 登 場した 荒 木 健 太 郎 氏 などの 有 識 者 が 、 つくば に
お けるも の づくりの 意 味 を 考えます。

開 催 概 要 イベント概 要

T M M F 実 行 委 員 会プ ロ グラム 委 員 長 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
江 渡 浩 一 郎

【正式 名称】
Tsukuba Mini Maker Faire 2020

【会期】
2020年2 月1 5日 ( 土 )12:0 0 〜18:0 0
2020年2 月16日 ( 日 )10:0 0 〜17:0 0

【場所】
会場 : つくばカピオ ( 茨城 県つくば 市竹園1-10 -1)
入場 料 : 無料

【企画・運営】
主催 :TMMF 実行 委員会
共催 : 株 式会社オライリー・ジャパン、つくば 市
協力 : 筑 波 大学、宇宙航空研究開発機構 (JA X A)、
産 業 技 術 総 合 研 究 所、COI ファブ 地 球 社 会 創 造 拠 点、
up Tsukuba
 

【来場 者 数】
4, 210名　（2/1 5 2,620名、2/16 1, 59 0名）

【出展料】
個人による出展：無料
頒布を伴う出展（Commercial Maker）：5, 50 0円（税 込）
企業出展（企業 名が出る場合）：55,0 0 0円（税 込）

【地 域 別内訳】
東 京 52
無回答 36
茨城 32
神 奈川 18
静岡 6
海 外 6
愛 知 5
福岡 4
千葉 4
石川 3
埼玉 3
栃木 3
長 野 2
岐阜 2
宮城 2
大阪 2
山梨 2
熊本 1
三重 1
岡山 1
広島 1
奈良 1
鹿 児島 1
佐 賀 1
滋 賀 1

【区分別内訳】
個人による出展 91
頒布を伴う出展（Commercial Maker） 32
企業出展 26
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シル バ ース ポ ン サ ー

カッパ ース ポ ン サ ー

メディア ス ポ ン サ ー

コミュ ニティパ ートナ ー

ゴ ールドス ポ ン サ ー

プ レ ゼ ン ティン グ ス ポ ン サ ー
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2 0 2 0 年 2 月 1 5 日 と 1 6 日 に 掛 け て、 茨 城 県 つ く ば
市 に て「 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e 」 が 開 催 さ
れ た 。 2 0 2 0 年 は 、 1 月 2 5 日 に 宮 城 県 仙 台 市 で 開 催
さ れ た「 S e n d a i  M i c r o  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 」 に
続 い て、 2 箇 所 目 の M a k e r  F a i r e と な る 。 こ の 他
に 、 5 月 に 京 都 で の「 M a k e r  F a i r e  K y o t o 」、 1 0 月
の「 M a k e r  F a i r e  To k y o 」、 1 2 月 の「 O g a k i  M i n i  
M a k e r  F a i r e 」 が 予 定 さ れ て い る（ 3 月 末 の 時 点 で
京 都 は 中止を 決 定 ）。

T M M F は 、つくばカピオのほとんどのエリア を 使っ
て お り、 メイ ン 会 場 と な っ た 1 階 の ア リ ー ナ に は 、
もっとも 多 くの 出 展 者 が 集 まり、 様 々 な 出 店 物 が 所
狭しと 並 んで いた 。 同 じく1 階 のリフレッ シュ ル ーム
はダー クル ーム（ 暗 室 ）に 設 定され 、プ ロジェクター
や L E D とい った い わ ゆ る「 光 り も の」 を 中 心 とし た
展 示 が 集 めら れ た 。 3 階 の 会 議 室 に は テ ーマ が 設 定
さ れ 、『 トラン ジ ス タ 技 術 』 な ど の 技 術 誌 を 発 行 す
る C Q 出 版 社による「 M i n i エレキ万 博」、電 子工作 キッ
ト や 基 板 な ど の 自 作 ハ ード ウェア を 頒 布 す る「 同 人
ハ ード ウェア フェ ス 」、 自 作 の P C 用 キ ー ボ ード の 愛
好 家 グ ル ープ に よ る「 S e l f - M a d e  K e y b o a r d s  i n  
J a p a n 」 が 開 か れ 、 それぞ れファンを 集 めていた 。

展 示 以 外で は 、 中 学 生 ロ ボ コン に 参 加 する 茨 城 県
下 の 生 徒 達 に よる 新 た な ロ ボ ット のアイデ ア を 競 う

「 中 学 生 ロ ボ コ ン 茨 城 」 や、 技 術 力 が 低 い 人を 限 定
にした ロ ボットコン テスト「 ヘ ボ コン」 といった 参 加
型 セッ ション な どの ほ か 、 参 加 者 が 自ら 手 を 動 か し
て工 作 するワークショップも多く開 かれていた 。 また、
会 場 内 には ホール の 他 にも2 箇 所 のプレ ゼン テーショ
ンスペ ース が 設 け ら れ 、 会 期 中 は 常 に シン ポ ジ ウム
やプ レ ゼ ン テ ー ション が 行 わ れ 、 多くの 観 客 を 集 め

つくば で 初 めてのメイカ ーフェア は 、 初 日 1 2 時 の オ ープ ニ ン グイベ ントで 幕 を
開 け た 。 まず は 実 行 委 員 長 の五十 嵐 浩 也  筑 波 大 学 教 授 が「 つくば の 街 が 生ま れ
て 5 0 年 近く経 ち 、 科 学 と 技 術 の 街 と 言 わ れて 久しいで す が 、 街 中 に 科 学 とか 技
術 が ほ と ん ど な い 状 態 が 続 い て き た 。 だ が 、 今 日 はそうで は ありま せ ん 。 科 学
や 技 術 や い ろい ろ な も の が 市 民 の 身 の 回 りに あ る 。 そん な 状 態 にした い という
思いでメイカ ーフェア を つくば にもってきた 」 と、 メイカ ーフェアへ の 思い を挨 拶
としてかたった 。

続 いて 挨 拶 に 立った 毛 塚 幹人  つくば 市 副 市 長 は 、「 もの づくりは 好 きです か？」
という 問 い か け か ら 始 め た 。 つ くば は 、 研 究 学 園 都 市 として 国 内 外で 知 ら れ な
が ら 、 そ の 科 学 や テ クノロ ジ ー が 街 中 で は 見 ること が で き な か った 。 だ が 、 か
つ て は 江 戸 時 代 に「 か らくり 伊 賀 七 」 と 呼 ば れ る 発 明 家 を 生 み 出し 、 ま た 現 在
は 各 種 の 研 究 開 発 を 支 える 中 小 の 加 工 業 者 を 多 数 擁 する な ど、 つくば に は も の
づくりの カル チ ャ ー が 確と存 在して い ると、 毛 塚 副 市 長 は 、 つくば の ポ テン シャ
ル を 強 調 。 そして、「 表 か ら見 え な か った つくば の も の づくりの カ ル チ ャ ー が 、
メイカーフェアによって一 堂 に 会 すことになる 。 この 機 会 が、つくばにとって 科 学 、
も の づくりの 街として 画 期 的 な 一 日な れ ば 」 と、 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e
へ の 大 きな 期 待 を 述 べ て 挨 拶 を 終え た 。

そしてオープ ニン グイベ ント のトリとして、 毛 塚 副 市 長 も 触 れ た「 か らくり 伊 賀
七 」 こと、 飯 塚 伊 賀 七 に 題 材 を 取った 市 民 劇 団 に よる芝 居 が 披 露 さ れ た 。 演じ
た の は 、 伊 賀 七 の 出 身 地 で あ る 谷 田 部 地 区 の 住 民 に よる 劇 団「 伊 賀 七 座 」。 芝
居 は 、 発 明 に 留 まらず 農 民 の た め に 尽 力した 伊 賀 七 が 、 飢 饉 の お りに 命 を 賭 し
て 直 訴 を 行 うという も の 。 伊 賀 七 座 のメンバ ー は 、 ほ と ん ど が 普 段 は 仕 事 をし
な がら、地 域 の 活 性 化 のために仕 事が 終 わってからや 休 日を 使って活 動している 。
芝 居とメイカ ーというと 縁 が 薄く見 えるが 、 自 分 たちが 好 きな も の を 思 い のまま

Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  Fa i r e 会 場レポート

青 山 祐 輔

■ オープニン グ

ていた 。

本レポートで は 会 場 に お いて注 目を 集 めた 展 示 や 主 な シン ポ ジ ウム につ いて 紹
介 する 。
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の 作り上 げ、 そして 多くの人々を共 有 するという点 で は 、 まさに メイカ ーフェアの
精 神 に 則 った 活 動と言え、 市 民 とメイカ ームーブメント の 新 たな 結 節 点 を 生 み 出
す 試 みとなった 。

Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e で は 、 メイ ン 会 場 を 中 心 に 約 1 5 0 組 も の 出 展
者 が 参 加 。 そ の 一 部 を 紹 介 する 。

日 本 のメイカ ーフェアの 特 長 として、 海 外 と 比 較 して「 技 術 的 に 高 度 な 個 人 の
展 示 」 が 多 い と 言 わ れ て い る 。 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e に お い て は 、 そ
の 傾 向 が いっそう 強く見ら れ 、 過 去 のメイカ ーフェアへ の 参 加 経 験 者 か ら「 高 度
な 展 示 が 多 い」 という声 をいくつ も 聞くことが で きた 。 そうした T M M F の 高 度 な
展 示 を 象 徴 する も の ひ とつ が 、 蕪 木 孝 さん が 出 展した 空 中 浮 揚 全 自 動 ル ー ビッ
クキューブ だ 。 蕪 木 さん は 、 以 前 か らセン サ ーと小 型 コンピュー タとサ ーボ を 内
蔵し 、 自 動 で 6 面 を 揃 える全 自 動 ル ー ビック キューブの 開 発 に 取り 組 んで き た 。
今 回 は そ れ に 磁 石 を 組 み 込 み 、 同 じく磁 石 を 組 み 込 ん だ ベ ース の 上 に 浮 遊 し た
状 態 で、 全 自 動 ル ービックキューブ を 動 作 させることに 成 功した 。 空 中 に 浮 かん
だ ル ー ビック キューブ が 、 自 動 的 に 動 き、 ひとつひとつ 面 を 揃 えて いく様 子 は 、
まるで 魔 法 を 見 て い るか の ような インパ クト を 受 ける 。 S N S 上 で は 会 場 で 撮 影
さ れ た 動 画 が 数 多く出 回り、 T M M F の 会 場 外で も大 きな 反 響 を 読 んで いた 。

高 度 な 展 示として目 立っていた 展 示 のひとつが、スポン サーでもある 移 動 ロボッ
ト 開 発 メー カ ー「 D o o g 」 に よる 、 ひ とり 乗 り の 搭 乗 型 ロ ボ ット「 ガ ル ー」 や 運
搬 型 ロ ボット「 サ ウ ザ ー」 の デ モンストレ ー ション が 行 わ れ た 。 ガル ー に は 実 際
に 試 乗 することもで きるように なって おり、 最 新 の ロ ボットに よる自 動 運 転 を 多
くの人 が 体 験して いた 。 オープ ニン グ に 先 立った 報 道・関 係 者 向 け の デ モンスト
レ ー ション に お いては 、 つくば 駅 前 か らつくば カピ オま で の 約 4 0 0 メートル ほ ど
の 距 離 を 実 際 に 人を 乗 せ て 移 動 してみ せ た 。 屋 外で 人 通 りの あ る 歩 道 という 難
しい 条 件 の な か で も 、 事 前 に 設 定した ル ート を 認 識 し 着 実 に 動 作 する 様 子 を 見
ることが できた 。

今 回 の 会 場 で、 もっとも 先 端 的 な 展 示 を 行 って いたブースのひとつ が 、 長 谷 川

日 本 的 な テ クノ ロ ジ ー の 楽 し み 方 を 展 示 し て い た の は「 Te c h n o A l t a  &  
R e a l i z e P l u s 」 と い う グ ル ープ。 エ ン ジ ニ ア や デ ザ イナ ー な ど さま ざ ま な ス キ
ル を 持 った 有 志 が 集 まり、 コ スプ レ に 電 飾 やメカ を 組 み 込 むことで、 よりフィク
ション 内 で の 描 写 に 近 い 表 現 を 現 実 で 再 現 することに 取り組 んでいる 。 今 回 は 、
R a s p b e r r y  P i と L E D を組み込 んだ 武 器（エクスカリバー）とプロジェクションマッ
ピ ン グ を 組 み 合 わ せ、 武 器 を 振り回したり、 必 殺 技 のアクションを 行 ったりする
と、 そ れ に 合 わ せ て 映 像 と サ ウンド が 変 化 するというも の 。 会 議 室 の 一 面 の 壁
をすべて覆うほどの 大きなスクリーンの前 に 立 ち、エクスカリバーを振りかざすと、
自 然 と自 分 がヒー ロ ー に なった 気 分を 味 わうことが できる 。

電 気・電 子 工 作 に お いて、 ニ キシ ー 管 はレトロ な 雰 囲 気 を 作り出 すことが で き
るとして 近 年 に な って 注 目 を 集 め て い る 。 た だ し 、 す で に 製 造 が 終 了して い る
た め 、 入手 方 法 が 流 通 在 庫 の み となって い ること が ファン を 悩 ま せ て いた 。「 @
y u n a _ d i g i c k 」 で は 、 こ れ ま でニ キシ ー 管 を 使 った 時 計 や オー ディオメー ター

■ 高 度で目を見 張る出 展 者の 数々

■メイカー のアイデ ア やこだ わりを 形 にした 展 示

良 平 さん と 跡 部 悠 未 さん に よる「 b ス ポーツ（ ブレ イン ・ス ポーツ）」 だ 。 産 業 技
術 総 合 研 究 所 ニ ュー ロ テ クノロ ジ ー 研 究 グル ープ の 研 究 者 で あ る ふ たりは 、 脳
波 を 使 った コミュ ニケ ー ション ツール の 研 究 を 行 って おり、 そ の 応 用として 脳 波
を 使った ゲーム 競 技 を 開 発し 、T M M F の 会 場 で もデ モを行っていた 。 プレ イヤー
は 脳 波 セン サ ー を 頭 部 に 装 着し 、 ゲームの 操 作 に 必 要 な 8 つ のコマンドごとに 、
自 分 の 脳 波 を システム に 記 録 。 プレ イ 時 に は コマンドを 念じることで、 出 力さ れ
た 脳 波 を システム が 読 み 取り、 プ レ イが 進 行 するというも の 。 脳 波 は ひとりひと
り異 なるた め 、 プ レ イヤーご とに キ ャリブ レ ー ション が 必 要 であったり、 プ レ イ
する 側 もコ マ ンド を 意 識 して 念じることに 慣 れ が 必 要 など、 ゲ ームとして 楽し む
に は ひ と手 間 か か る が 、「 念 じ る だ け で 動 く」 とい う S F の な か だ け だ った 体 験
を 現 実 の も のとして 得 ることが できた 。 近 年 、 ゲーム性 を 学 習 やビジ ネスにも 取
り込むゲーミフィケーションという概 念 が 広 がっており、また I T システムのユーザー
イン ターフェイスの 面 か らも ゲ ーム の 可 能 性 は 着 目さ れて い る 。 そうした 分 野 に
おいて、脳 波という新 たなインターフェイスの 開 発 が 進 むことで、ゲームのエンター
テ インメントとしての 可 能 性 が 広 がり、 また 脳 波 を 使 った システム が ゲ ーム 以 外
の 領 域 へ 広 がって 行くことが 期 待 できそうだ 。
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など を 開 発・展 示をして来 た が、とうとうニキシ ー 管 その もの の 開 発 を 開 始した 。
Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e の 会 場 で は 、 オリジ ナル の ニ キ シ ー 管 の 製 造 工
程 の 紹 介と、 製 造 サン プ ル の 展 示 を 行 って い た 。 同 サ ー クル の 活 動 は 、 あくま
で も 個 人 的 な 趣 味として 行 わ れており、 本 業とは 関 わりが な い も の だという。 だ
が 、 近 年 のメイカ ームーブメント の 拡 大、 デ ジ タルファブ リケ ー ション な ど 製 造
技 術 の民 主 化 など に よって、 ニキシ ー 管という 一 度 は 途 絶 え たプ ロ ダクトが 再 び
日の目を 見て、 また 産 業 製 品として 世 に 送り出さ れ る可 能 性 を 生 み 出してい る 。

メイカ ーフェア で は 、 他 の 展 示 会 や イベ ントで は 見 ること が で き な い だろう、
と 思 わ せる ユ ニー ク な も の にし ば し ば 遭 遇 すること が あ る 。 今 回 、 そ う思 わ さ
れ た 展 示 が グル ープ「 まさお」 に よる「 草 刈 ル ゥー ーン」 だ 。 瀬 戸 内 海 に 浮 か ぶ
呉 市 大 崎 下 島 の 課 題 を 解 決 することを目 的とした 広 島 県 主 催 のとびしま ハッカソ
ン（ 2 0 1 9 年 3 月 実 施 ） で 生ま れ たアイデ ア をもとにした も の 。 ハッカソン 終 了 後
も メンバ ー が 集 まって 開 発 を 続 け て き た 。「 草 刈 ル ゥ ー ーン」 のアイデ アのソー
スは 、 人手 不足 の 農 家 のた め に 重 労 働 であ る 草 刈りをゲーム化 することで、 色 々
な 人 に 楽しんで 参 加してもらおうというも の 。 市 販 の 草 刈り機 にセン サ ーと G P S
と通 信モジュール を搭 載し、草 刈りの 稼 働 状 況と位 置 情 報を収 集 。 それによって、
どの 場 所をどのくらい 草 刈りした の か を デ ー タ 化し 、 陣 取り合 戦 や早 狩り競 争 な
ど を 楽 し め るというも の 。 会 場 で は 安 全 性 の た め 実 物 の 草 刈 り 機 を 動 作 さ せら
れ な いた め 、 草 刈り機 の オモ チ ャに i P a d を 組 み 合 わ せ た A R 草 刈り機 で、 来 場
者 に 草 刈り体 験 を 提 供していた 。

Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e に お い て、 シン ボ ル 的 存 在 と な って い た の が
株 式 会 社 L I G H Tz に よ る コ ス モ 星 丸 の 展 示 だ 。 同 社 は 、「 R e b u i l d（ 再 生 ）
で も  R e p a i r（ 修 復 ） で も な い  L e g e n d（ 伝 統 ） と  N e w  Te c h（ 技 術 ） の  
F u s i o n！」というコン セプトの下、1 9 8 5 年 の「つくば 科 学 万 博」のマスコットキャ
ラ クターであ る「 コ スモ 星 丸 」 復 活 プ ロ ジェクトに 取り 組 んで い る 。 メイン 会 場
に 入って すぐ目に 入る 場 所 にコスモ 星 丸 が 設 置 さ れていた た め 、 多くの 来 場 者 か
ら注 目を 集 めていた 。 コスモ 星 丸 の 復 活 は 、単 に修 理し元 通りに 戻すのではなく、
最 新 の 技 術 によって 蘇らせるというのがコン セプト。 そのため 同 社 は 復 活プロジェ
クト の 資 金 を クラウドファン ディン グ に て 集 めており、 会 場 で はそ の 案 内 も 行 わ

■メイカー のアイデ ア やこだ わりを 形 にした 展 示

れて いた 。 また 、 シン ポ ジ ウムで は「 コ スモ 星 丸 ダ ンス ショー」 が 実 施 さ れ 、 復
活した 星 丸 が 動 き 回 る 様 子 と 復 活 ま で の 経 緯 に つ い てのプ レ ゼ ン テ ー ション も
行 わ れ た（ 詳 細 は 後 述 ）。

M a k e r  F a i r e は 、 も の づくりの 中 で も 最 先 端 分 野 ば か りが 集 まって い ると 誤
解され が ちだ 。 実 際 には 、手 作 業 による 木 工や 手 芸 、ペーパークラフトといった、
い わ ゆ るアナ ロ グ な 作 品 も 少 なくな い 。 た だし 、 そうしたアナ ロ グ な 作 品で も 、
こ れ ま で に な いアイデ ア を 盛 り 込 んで い る 出 展 者 が 多 く、 そ の 発 想 に 驚 か さ れ
ることが 多 い 。 例 え ば 、 各 地 のメイカ ーフェア で の 常 連 出 展 者 のひとり、 ヒゲ キ
タさん は 、直 径 6メートル のエアードームを 使った、アナログ V R 体 験 を実 施した 。
ドーム は ビニール と布 地 を 貼り 合 わ せ た 球 状 で、 エアーポ ンプ に よって 膨 らま せ
ら れ る 。 中 に は 十 数 人 が入ることが 出 来 、 スクリーン に なった 内 面 に は プ ロ ジェ
クター な ど で 映 像 を 映 し 出 せる ように なって い る 。 メイン の デ モ は「 3 D 影 絵 」
の 体 験 。 昔 か らあ る 赤 と青 の セロファン を 使 った 3 D メガ ネ で、 赤 と青 の L E D 光
源 を 使 った 影 絵 を 見るというも の 。 それ に よって、 ドーム の 内 面 に 映し 出さ れ た
影 が 立 体 的 に 見 え、 高 度 な I T こそ 使 わ れ て い な い が 、「 影 絵 」 という言 葉 を 大
きく超 え た 体 験 を 得 ることが で きる 。 ヒゲ キ タのドーム は 、 メイン 会 場 の もっと
も 奥 側 に 配 置 さ れて いた にもか か わらず、 会 場 内 のどこにいて も目 に 入るサイズ
ということもあり、 デ モンストレ ー ション は 常 に 満 員となっていた 。

また 、 山 宮 隆さん は 木 製 の「 か らくり計 算 機 」 を出 展 。 レ ー ザ ーカッターで 切
り出した M D F の 板 材 を 機 械 的 に 組 み 合 わ せることで、 基 本 的 な 論 理 演 算 を実 現
するというもの 。 コンピュータの 基 本 原 理 である論 理 演 算 は 、歯 車やリンクといっ
た 機 械 的 な 構 造 で 再 現 すること が で きる 。 現 在 の 半 導 体 が 主 流 となる 以 前 は 、
こうした 機 械 式 の 計 算 機 が 軍 事 や 産 業 分 野 で 使 わ れて い た 。 そうした 仕 組 み を
あえて 木 材 で 再 現 することで、 情 報 科 学 の 基 礎 を 体 感 的 に 学 ぶ こと が で きると
いうも の だ 。

ア ナ ロ グ な も の づ くり の な か で も 、 ひ とき わ 笑 い 声 が 響 い て い た の が「 デ イ
リーポータル Z 」のコーナーだ 。 デ イリーポータル Z は 林 雄 司 氏 が 主 催 する、ネッ
ト上 で ユ ニー ク な 視 点 のコ ン テン ツ を 発 信 して い る 老 舗 の 情 報 サ イト。 M a k e r  
F a i r e  To k y o の 常 連 で も あり、 毎 回 ユ ニー ク な 出 展 作 で 来 場 者 を 楽しま せ てい
る 。 今 回 も 、 ヒット 作 で あ る「 顔 が 大 きくなる 箱 」（ 薄 いフレ ネ ル レン ズ と L E D
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Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e で は 、 様 々な テ ーマや 語り手 に よるシン ポ ジ ウ
ムや セッション が 行 わ れ た 。 そ の 中 か ら主 立った も の を 紹 介 する 。

メイン 会 場 で も 展 示 さ れ て い た 、 株 式 会 社 L I G H Tz に よる コ スモ 星 丸 復 活 プ
ロジェクトは、シンポジウムとしてコスモ星 丸 が 音 楽 に合 わせて 動くデモンストレー
ションと、 実 行 委 員 長 で あり 筑 波 大 学 教 授 の 五 十 嵐 浩 也 氏 と 同 じく筑 波 大 学 の
岩 田 浩 夫 教 授、 そして L I G H Tz の 代 表 取 締 役 社 長  乙 部 信 吾 氏 に よる 、 つくば 万
博 とデ ザインとロ ボット 技 術 に 関 するセッション が 開 か れ た 。

冒 頭 、 ま ず 乙 部 氏 が 、 コ スモ 星 丸 復 活 プ ロ ジ ェクト に 掛 ける 思 い を 語 った 。
同 社 は 、 A I 技 術 を 使 い 、 伝 統 的 な も の づくりの デ ジ タル 化 に 取り 組 んで き て、
佐 賀 県 の 有 田 焼 や 岩 手 県 の 南 部 鉄 瓶 などの 伝 統 技 術 の 新 たな 形 で の 保 存 に 取り
組 んできた 。 そうしたな か、Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e へ の 協 賛 にあたって、

「 再 生 で も 回 収 で も な い 、 伝 統 と 技 術 のフュー ジョン。 温 故 知 新 だ け で なく新し
い 技 術との 融 合を 見 せ て 行く、 ということでコスモ 星 丸 の 復 活 プ ロ ジェクトを 是
非 やりたい」 と、 今 回 の 経 緯 を 述 べ た 。

乙 部 氏 は 、 小 学 校 2 年 生 のときにつくば 万 博 に 訪 れ た 経 験 が あ る 。 そこで見 た
世 界 は 、 3 0 年 以 上 経 った 今 で も 、 色 あ せることなく鮮 明 に 記 憶 に 残 って い ると
いう。 そして、 そ の 経 験 が 現 在 の キャリア にも深く結 び 付 いて い る 。 そこで、 つ
くば に住 む 子ど も 達 に 対して、 未 来 の 技 術 者 に なるきっか け に な れ ば 、 とコスモ
星 丸 復 活 へ 掛 ける思い を 語 った 。

また 、 五十 嵐 実 行 委 員 長 は 、 大 学 卒 業 に 新 卒 で 就 職した デ ザイン事 務 所 に て、
つくば 万 博 のコン セ プトメイク や デ ザ イン ワ ー ク を 行 って い たと、 自 身とつくば
との 最 初 の つ な が りを 紹 介。 コ スモ 星 丸 の デ ザ イン 自 体 は 公 募 に よる も の だっ
た が 、「 コスモ 星 丸 が 置 か れてい るパ ビリオン。 マスコットとしてコスモ 星 丸 とい
うも の を 全 部 作 る 、 ということを やった 」 とそ の 関 わりにつ いて 語 った 。

また、当 時 の日 本 の 状 況を振り返り「 その 頃 はちょうど、日 本 が 科 学 技 術 をはっ

■ 注 目を集 めたシン ポジ ウム

1 .  コスモ 星 丸 復 活 プ ロジェクト

照 明 を 取り 付 け た 段 ボ ール を か ぶ ると 顔 が 拡 大 表 示 さ れ るというも の 。 今 回 は
新 型コロナウイルス 感 染 を 考 慮した、段 ボールなしバージョン）を中 心 に、ユ ニー
ク な 作 品 の 数々を 展 示し 、 大 人 か ら 子ど もまで 楽しんで いた 。

また 、 デ イリーポー タル Z は 、 技 術 力 が 低 い人 だ け が 出 場 で きるロ ボットコン
テスト「ヘボコン」も主 催 。 その 名の 通り、簡 単 な 工 作 で 作 れるロボット同 士 がトー
ナメント 形 式 で 勝 ち 抜くというも の で、 参 加 のハードルが 低 いことが 特 長 。 高 度
な 技 術 力 は不 要どころか、減 点の 対 象 になるため 、誰 にでも勝 つチャンスがある 。
参 加 者 は 、 モ ー ター や工 作 キット、 乾 電 池 で 動くオモ チャなど を 使 って、 そ の 場
で ロ ボット を 組 み 立 てる ほ か 、 あらか じ め 作 った も の を 持 ち 込 むこともで きる 。
ヘ ボ コン で の 戦 い は 、 技 術 力 が 低 い た め 、 制 作 者 が 意 図したとお りに は ロ ボッ
トが 動 か ず、 思 わ ぬ 結 果 に 至ることが 多 々あり、 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e
で も 戦 い のたび に 笑 いと歓 声 が 起 きていた 。

メイカーフェアの 数々の展 示 のな かで、毎 回 人 気 を 集 めているの が 音 楽 関 連 だ 。
オリジ ナル の 楽 器 を 作 る 人、 既 存 の 何 か を 改 造 して 楽 器 にしてし まう人、 電 子
楽 器 を高 度 に 改 造して見 たことも 聞 いたことも な い 音 を 作り出す人、 楽 器 を 演 奏
するロ ボット を 作 る人 な ど、 い ろい ろ な アイデ ア に よって 音 を 作 り出 すメイカ ー
達 が 集まってきている 。 そうしたメイカー 達 が、自 主 的 に会 場 内 を 練り歩くパレー
ド を 行 うと、 子 ど も 達 が そ れ に 引き 寄 せら れ まさに お 祭 りの 様 に も なる 。「 エレ
クトロ ニコス・ファン タスティコス！」 も 、 東 京 や京 都 のメイカ ーフェア にも 出 展
経 験 の あ るグル ープ。 ブラウン 管 テレビ などの 古 い 電 化 製 品 やパ ソコン の冷 却 用
ファンなどを改 造したオリジナル の 電 子 楽 器 を 作り、パフォーマンスを行っている。
また 、「 n e c o b i t 」 は 、 電 子 楽 器 のた め の 信 号 規 格 であ る M I D I を 使 い 、 楽 器 を
自 動 演 奏 する デ モ の 展 示 。 鍵 盤 ハ ー モ ニ カ や 鉄 琴 、 ゴ ム バ ンド の ベース が すべ
て 連 動 する演 奏 を行 っており、 デ モ の 様 子 は 小 さな オー ケストラのよう。
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きり表 に出そうという時 代 で、どんどん 輸 出も含めて日 本 が 技 術 的 に 上り坂 になっ
て い る 時 代 だった 。 ここで い ろん な 表 現 する 技 術 が い ろん な 形 で 進 んで 行 く、
そ の とっか か りとなった 時 代 で す」 と、 日 本 が 科 学 技 術 立 国 へ と 明 確 に 歩 み 出
した 当 時 の 雰 囲 気 を 紹 介した 。

岩 田 教 授 は 、 つくば 万 博 開 催 当 時 は 大 学 院 の 博 士 課 程 の 3 年 で、 筑 波 大 学 で
の 採 用 面 接 の 帰りに 万 博 を 見て 帰 ったと、 当 時 を 振り返った 。 そして、 乙 部 氏ら
に よって 復 活したコスモ 星 丸 を 見て、 次 のように 表した 。

「 こ れ が で き た の が 1 9 8 5 年 で す か ら もう3 5 年 前 。 こ れ を 元 に 戻 す の は 極 め て
難 し い 。 当 たり前 だ と 思って い るか もし れ ま せ ん が 、 3 5 年 前 の も の が 当 時 の ま
ま 動 くと 言 う の は 、 す ご い こと で 工 学 的 な 意 味 が 非 常 に 高 い 。 こ れ を 使 って 何
を やるというよりも 、 当 時 どうだった か ということを、 今 使 える も の で 再 現 する
というの が すごく偉 大 なことだと 思います」（ 岩 田 教 授 ）

最 後 に 乙 部 氏 か ら は 、「 今 回 は ここま で 動 か す だ け でした が 、 この 後、 1 年 間
掛 け て、 さらにこれを 最 新 の 技 術 でアップ デ ートする 取り組 み を やっていきたい」

「 次 の 時 代 の た め に今、 私 たちが で きることは な に か を 考 えな が ら 進 んで 来 まし
たが、1 年 経ってこれよりもすごいスーパー星 丸 君 がうまれることを期 待してほしい」
と、 復 活 プ ロ ジェクトの 展 望 が 語ら れ た 。

2 日目にはセッション『メイカーの力を防 災に活 かそう！「 防 災テックチャレンジ」』
が 行 わ れ た 。 防 災 テックチ ャレン ジ は 、 T M M F 実 行 委 員 会 が 国 立 研 究 開 発 法

人  防 災 科 学 技 術 研 究 所（ 以 下、防 災 科 研 ）とスタートアップ アクセラレーター（ 投
資 会 社 ） で あ る M i s t l e t o e  J a p a n 合 同 会 社 の 協 賛 に よって 開 催 する 公 募 プ ロ
グ ラム 。 つくば 市 や 防 災 科 研 が 抱 える 防 災 減 災 に 関 する 課 題 をメイカ ー に 公 開
し 、 そ の 解 決 に 向 け たアイデ ア や 技 術 を募 集 するというも の 。

本 セッ ション で は 、 M i s t l e t o e のフェ ロ ーで あ る 会 田 大 也 氏 の 進 行 の もと、
防 災 科 研 の 林 春 男 理 事 長とつくば 市の五十 嵐 立 青 市 長 が 登 壇し、防 災 テックチャ
レン ジ の 公 募 課 題 の ほ か 、 そ の目 的 や目 指 すところにつ いて 語 った 。

2 .  メイカ ー の 力 を 防 災 に 活 か そう！「 防 災 テックチャレン ジ」

会 田 氏 か ら 防 災 テ ッ ク チ ャレン ジ の 概 要 が 説 明 さ れ た 後、 林 理 事 長 か ら「 南
海トラフ 地 震 が 発 生 すると 東 日 本 大 震 災 よりも 一 桁 大 きい 被 害 規 模 が 予 想 さ れ
る 。 この 被 害 を ゼ ロ に は で きな いとして も 、 どうに かして減らさにとい け な い 。
サイエ ンス に よるレジリエ ンスを高 め るた め に は 、 防 災 科 研 だ け で は で きな い の
でメイカ ーと 組 みたい」 と、 防 災 テックチ ャレン ジへ 賛 同した 理 由 が 語ら れ た 。

続 いて 五 十 嵐 市 長 か ら 、「 つくば は『 科 学 技 術 で 幸 せ に なるモ デル を 作 って 世
界 に 貢 献 する 』 というミッション の もとに 国 に よって作 ら れ た 。 だ が 、 研 究 者 は
多 い が 、 それ 以 外 の市 民 が 科 学 技 術 の 恩 恵 を 感じてい な い 。 市 の 課 題 は 役 所 だ
け で は 解 決 出 来 な い の で、 研 究 所 や 民 間 企 業 との パ ートナ ー シ ップ が 大 事 。 防
災 テックチ ャレン ジ をきっか け に 、 展 開 できたら 嬉しい」 と 取り組 み へ の 期 待 が
語ら れ た 。

そして、 会 田 氏 か ら の「 科 学 技 術 が 都 市 のブ ランドに なる の か？」 という問 い
か けに 対して、 五十 嵐 市 長 は「 つくば は 3 0 年 前 から『 可 能 性 が あ る 』『 伸 び そう』
と 言 わ れて き た が 、 気 が つ い たら 超 大 物 ル ー キ ー が 引 退 間 近 に なって い た よう
な も の 。 そういう危 機 感 を 持 って い る 。 市 民 が 新しい 科 学 に 触 れ 、 科 学 の 街 は
こういうこと だ と 知 る 。 皆 が コ ントリビュートする 、 皆 がメイカ ー に な れ ば 、 本
当 の 意 味 で 目 指した つくば の 形 が 実 現 するんじゃな い か」 と、 そ の 目 指 すところ
を 語 った 。

そして、 実 際 に 防 災 減 災 に 取り 組 んで い る 現 場 に い る市 の 担 当 者 や 防 災 科 研
の 研 究 者 、 総 勢 1 1 名 が 登 壇し 、 抱 える 課 題（ ＝ 痛 み） や 直 面 する 難 題 を 語 り、
そ の 解 決 へ の 協 力 をメイカ ー に 対して 訴 え た（ 課 題 につ いては 防 災 テックチ ャレ
ンジのウェブページを 参 紹 ）。 各 課 題 は、災 害 時 のコミュニケーション手 段 や、ロー
コ スト の 水 位 計、 自 動 除 雪 ロ ボット、 ホ ワ イトボ ード の 自 動 ファイル ＆アーカ イ
ブ 化 、 都 市 部 で 利 用 可 能 な 観 測 気 球 、 避 難 所 の オープ ン デ ー タ 化 など、 全 部 で
1 1 課 題 がさまざまな ジャンル に 渡ってい る 。

い ず れ の 課 題 も 、 シン プ ル だ が 都 市 部 の 防 災 減 災 に お いて 大 い に 必 要 だと考
えら れ るも の 。 同 時 に 単 に 技 術 を 開 発 するだ け で なく、 現 場 で 利 用 するソリュー
ションとして 実 現 するた め に は 多 くのアイデ ア や 知 見 が 必 要 に なってくる 。 そう
した 部 分 へ のメイカ ー が 協 力し 、 実 現したならば 、 つくば の み ならず 未 来 の日 本
全 体 を 救うことに なるだろう。
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2 日目の1 4 時 からは 、セッション「『 イノベーションシティつくば 』のつくりかた 」
が 開 催 さ れ た 。 パ ネリスト は 、 日 本 総 合 研 究 所 の 東 博 暢 氏 、 世 界 経 済 フォ ー ラ
ム 第 四 次 産 業 革 命 日 本 セン ター の 平 山 雄 太 氏 、 内 閣 府 の 石 井 芳 明 氏 が 登 壇し 、
つくば を 産 業 化 が 活 発 な 街 に するに は 、 と 題してディス カッション が 繰り広 げら
れ た 。

東 氏 は 、シンクタンクの 研 究 員として主にスタートアップ 支 援、まちづくり、クー
ルジャパ ン 政 策 の 3 つ を1 5 年 ほ ど 手 が け てきたという。 平 山 氏 は 、 もともと福 岡
市 の 福 岡 地 域 戦 略 推 進 協 議 会 でスタートアップ 支 援 事 業 を 手 が け て いた が 、 最
近 は 世 界 経 済 フォーラムでスマートシ ティを担 当してい るという。 スマートシ ティ
はテ クノロジーとル ール 、プライバシ ー の 問 題 について合 意 形 成 が 必 要 だといい 、
スタートアップ 支 援と 近しい 領 域 だと 感じてい るという。 内 閣 府 の 石 井 氏 は 、 イ
ノベー ション 担 当 企 画 官として、 スタートアップ 政 策 に 関 わ って い る 。 元 々は 中
小 企 業 支 援 をしたくて 経 済 産 業 省 に 入省した が 、 そこか らスタートアップ 支 援 の
重 要 性 に 気づ き、 現 在 に 至るという。

ディス カッ ション は 、 東 氏 が「 アメリカ は 定 量 化 し 、 政 策 に メリハリを 付 け て
い る 。 日 本 も 変 えてい か な いとい け な い が 、 福 岡 は 先 端 事 例として上 手くやって
いる 。 現 場としてのポイントはどこか」と平 山 氏 に 投 げか けるところから始まった 。

そ れ に 対して「 最 初 は 福 岡 も ハ ードル が 高 か った 」 と、 市 の 調 達 ひとつ をとっ
ても大 企 業 ばかりだったと以 前の 状 況を振り返り、そこからどのように 変 えていっ
た の か を次 のように 語 った 。

「 各 自 治 体 で ス タ ートアップ 政 策 で 特 設 サ イト を 作 って い る が 、 現 実 に は 大 企
業 に 発 注してい る 。 それを 地 元 企 業 に 発 注 するところか ら 始 めた 。 市 のプ ロ ジェ
クトで チ ャ ットツ ール を 導 入するとき も 、（ 福 岡 が 拠 点 の） ヌー ラ ボ の ツ ール を
導 入した 。 そういうサービスを福 岡 市 が 使っていくような 取り組 みを 積 極 的 にやっ
てきた 」（ 平 山 氏 ）

こ れ に 対 して 石 井 氏 が「 政 府 の オ ープ ン イノベ ー ション チ ャレン ジ を や るとき
に 自 治 体 へ 声 を 掛 け たら 、 ダ ントツ で 福 岡 の 返 事 が 早 か った 」 と 外 側 か ら見 た

3 .  「 イノベー ション シ ティつくば 」 の つくりかた 福 岡 の 印 象 を 紹 介。 さらに 、 自 治 体 が スタートアップ 支 援 を 行 うときに ハードル
となる「 公 平 性 の 原 則 」 に つ いて、「 自 治 体 の 発 注 に は 入 札 というル ール が あ る
が、スタートアップ 支 援 のためにはそこを 特 例 的 に 突 破 する仕 組 みが 必 要 」だと、
自 治 体 のスタートアップ 政 策 の ポイントを 紹 介。

これ に 対して平 山 氏 も 、フランス・ボルドー市 を視 察した 際 に、同 市 が インキュ
ベー ション 施 設 の 大 半 を 特 定 のスタートアップ に 貸し 出して いた 事 例 を 紹 介し 、
市 としての K P I を 成 長 し た ス タ ートアップ の 数 だ とはっきり 設 定 すること で、 そ
のための政 策 判 断 の範 疇としてさまざまなことが 可 能になっている事 例を紹 介した 。

東 氏 も 、 過 去 の 国 の 政 策 に 関 す る 議 論 で の 経 験 か ら 、「 独 裁 す るとい う 気 概
が な いと物 事 を 決 めら れ な い 。 そ の 判 断 が できるの は 自 治 体 の首 長 だ け」「 リス
ク を 取 って 誰 か が 決 断 する 。 そ れ が で きる首 長 の 地 域 は 強 い 。 つくば も 五 十 嵐
市 長 がリー ダー シップ をとっていて、 可 能 性 は か なり高 い」 と分 析してみ せる 。

また 、 今 の つくば に 足りな い 物 として、 平 山 氏 や 石 井 氏 が「 雑 多で キ ーパーソ
ン が 自 然 に 集 まってくる ような コミュ ニティ が 、 つ くば に で き てくる の か」 と 疑
問 を投 げ か け た 。 これ に 対して 東 氏 が 、「 つくば は 研 究 者 も多 いし 、 秋 葉 原 にも
すぐに 行 ける 。 秋 葉 原 はクリエイティブクラス が 集 まる 街 だ か ら 、 ア キバ とつく
ば を つ な げ ば いい 。 ハリウッド で は 日 本 マン ガ やアニメが 高く評 価 さ れてい る」
と 返した 。

終 盤 は 、 スタートアップ 教 育 に 議 論 は 移り、 子ど も 達 が 憧 れ るヒー ロ ー のよう
な 起 業 家 が 必 要 だと、 3 人の 意 見 が 一 致 。 筑 波 大 学 の 山 海 嘉 之 教 授 や 落 合 陽 一
准 教 授 のような 特 別 視 され る 存 在 で は なく、 もっと 身 近 で わ かりや す いヒー ロ ー
が い ると、多くの人 が 触 発されるという。 そして、起 業 には 失 敗 が 付きものだ が、
そうした 失 敗 を 責 め ることなく、 ま た 若 者 の 幸 福 度 が 高 い 社 会 が 必 要 で あり、
そ のた め に は もっと多 様 性 を 生 み 出す 社 会 に 変 えてい か な いとい け な いというと
ころで 時 間 を 迎 え 議 論 は お 開 きとなった 。
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2 日目の17 時 をもって Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e は 閉 幕した 。 五十 嵐 実 行
委 員 長 と 江 渡 プ ロ グ ラム 委 員 長 、 土 井 運 営 委 員 長 が カ ウント ダ ウンし 終 了のア
ナ ウンスを行 うと、 会 場 内 か ら自 然 に 拍 手 が 起 こっていた 。

2 0 2 0 年 3 月 以 降 、 国 内 外で 新 型 コ ロ ナ ウィルス（ C O V I D -1 9 ） の 感 染 拡 大 が
続 い て お り、 市 民 生 活 お よ び 経 済 、 社 会 へ の 影 響 は 甚 大 な も のとなって い る 。
Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e の 開 催 時 点 で は 、 一 般 市 民 レ ベ ル に お い て「 気
を 付 ける」 程 度 の 認 識 だった も の が 、 3 月に 入ると 人 が 多く集 まる大 規 模 イベ ン
ト へ の 自 粛 要 請 が 行 わ れ 、 ス ポ ー ツ や 音 楽 、 ビジ ネ スな ど 多 くの イベ ントが 延
期 や 中 止 となった 。 今 後 の 展 望 が 見 えな い な か で、 東 京 と 大 垣 の 開 催 に つ いて
も 現 時 点 で は 特 にアナ ウンス は さ れてい な い が 不 透 明 な 状 況 となってい る 。

だ が 、 そうした 状 況 下 に お いて もメイカ ー 達 は 自 分 たちに で きることを 考 え、
作 り だ し 、 そして 共 有 す る こと で、 社 会 に 貢 献 して い る 。 不 足 す る 医 療 器 具 を
3 D プ リン ターで 補 うた め モ デ リン グ デ ー タ を 公 開 したり、 身 近 に あ る 材 料 で マ
スク やフェイス シ ールド の 作 り方 を シェアしたりといった 動 き が 起 きて い る 。 さ
ら に は 、 政 府 が 取り 組 んで い る公 的 な コ ロ ナ ウ イルス 対 策 、 ま た 民 間 企 業 に よ
る公 的 な 対 策 をバックアップ する位 置 づけの 取り組 みに 加 え、そうした バックアッ
プのバックアップ とも言える対 策 を草 の 根 で 取り組 んで いこうという「 プラン C 」
と位 置 付 け た 活 動 も 始 まってい る 。

その 活 動 はメイカーだけでなく、起 業 家 やソーシャルワーカーなどさまざまな人々
が 係 わっており、その 結 果 オープ ンソースの人 工 呼 吸 器 が いくつ も作られてい る 。
た だ し 、 そ うし た オ ープ ン ソース の 器 具 の 多 くは 、 一 般 的 に 医 療 器 具 が 必 要 と
さ れ る公 的 な 認 証 を 受 け て い な いた め 、 医 師 や 医 療 機 関 も 緊 急 時 とは いえ使 用
をた めらうことが 想 像される 。 そこで 求 めら れるの が 公 的 な 機 関との 連 携 だ が 、
そこにこそメイカ ー の 活 躍 の可 能 性 が 見 出さ れ る 。 T M M F が 主 催 する「 防 災 テッ
ク チ ャレン ジ」 は 、 自 治 体 と 公 的 な 研 究 機 関 が 自らメイカ ーとの 連 携 を 望 み 、
そ の 成 果 を 災 害という緊 急 事 態 に お いて 利 用 することをあらかじ め 想 定した も の
だ 。 この 枠 組 み を 今 回 の 新 型 コ ロ ナ ウ イルスの 拡 大 防 止 や 医 療 活 動 に お いて 実
施 することは 不 可 能 で は な いだろう。

■ 終 わりに 中止となった M a k e r  F a i r e  K y o t o  2 0 2 0 に代 えて、主 催 するオライリー・ジャ
パ ン で は 開 催 が 予 定 さ れ て い た 5 月 2 日 に オ ン ラ イ ン イベ ント「 M a k e r  F a i r e  
K y o t o  2 0 2 0  o n l i n e 」 の 開 催 を 予 定してい る 。 そこで は 、 参 加 を 予 定した メイ
カ ー 達 に Tw i t t e r 上 で 自ら の 作 品 を 投 稿 し 、 シ ェア することを 呼 び か け て い る
ほ か、「 C O V I D -1 9 以 降 の 世 界 にメイカーが 貢 献 できること」と題した パネルディ
ス カッション の 開 催 を 予 告してい る 。 この セッション で は 、 医 療 以 外で も 様 々な
テ クノロ ジ ー を 水 平 思 考 することを 得 意とするメイカ ーたちが 活 躍 で きる 場 面 が
あ るとして、 こ れ か ら の 社 会 に 対してのメイカ ー の 関 わり方 を 議 論 する予 定 だ 。
そして、 そ の 議 論 に 先 立 ち 、 コ ラ ボ レ ー シ ョン ツ ール の S l a c k 上 で 先 行 して 議
論 を行 うた め の ワー クスペース が 立 ち上 げら れ 、 す で に 数 百 人のメイカ ー が 参 加
し 、 活 発 な 議 論 を行 ってい るという。

日 本 に お い て C O V I D -1 9 の 直 前 に 開 催 さ れ た Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  
F a i r e 、 そして C O V I D -1 9 の 最 中 に オン ラ イン で 開 催 する M a k e r  F a i r e  K y o t o  
2 0 2 0 に お いて、 こ れ か ら の 社 会 に お いてメイカ ー が どの ように 係 わ ること が で
き る の か 、 係 わ って い くべ き な の か 、 そ れ ら を 考 える 端 緒 と なる 取 り 組 み が 提
示 さ れ た 。 現 在 の 状 況 次 第 で は 、 1 0 月に予 定 さ れて い る M a k e r  F a i r e  To k y o  
2 0 2 0 、 1 2 月 予 定 の O g a k i  M i n i  M a k e r  F a i r e に お い て も 、「 C O V I D -1 9 以 後
のメイカ ーと 社 会 の 関 係 」 が いっ そう 強く意 識 さ れ ることに なるだろう。 だとす
る と、 仮 に Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 1 が 開 催 さ れ た と す る な ら ば 、

「 C O V I D -1 9 以 後 のメイカ ーと社 会 の 関 係 」 の な か か ら生ま れ 出 た 成 果 をそ の 会
場 で見ることが 期 待 できるか もし れ な い 。



T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eF L O O R  M A P

2 6 2 7



T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eF L O O R  M A P

2 8 2 9



T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eE X H I B I T O R  L I S T

3 0 3 1

〈1F エントランス〉 〈2F ロビー〉

〈リハーサル室〉

〈4F〉

〈 屋外〉

〈3F〉

〈１F アリーナ〉

〈1F ホールホワイエ〉

〈１F リフレッシュルーム〉

A - 01- 01
A - 01- 02
A - 01- 03

2F- 01
S - 02- 01

リハーサル室1
リハーサル室2

⼩会議室3

屋外展⽰
２F テラス

⼩会議室1

S - 01- 01
S - 01- 02
S - 01- 03
S - 01- 0 4
S - 01- 05
S - 01- 0 6
S - 01- 07
S - 01- 08
M - 01- 01
M - 01- 02
M - 01- 03
M - 01- 0 4

M - 01- 05
M - 01- 0 6
M - 01- 07
M - 01- 08
M - 01- 09
M - 01-10
M - 01-11
M - 02- 01

M - 02- 02
M - 02- 03
M - 02- 0 4
M - 02- 05
M - 02- 0 6
M - 02- 07
M - 02- 08
M - 02- 09
M - 02-10
M - 03 - 01
M - 03 - 02
M - 03 - 03

S - 0 0 - 0 0

D - 01- 01
Ｄ - 01- 02
Ｄ - 01- 03
Ｄ - 01- 0 4
Ｄ - 01- 05
Ｄ - 01- 0 6
Ｄ - 01- 07
Ｄ - 01- 08
Ｄ - 01- 09

TMMF 物販
書籍販 売
Make: Japan

中学⽣ロボコン茨城
ヘボコン

TechnoAlta & RealizePlus
CQ 出版社 トラ技ジュニアワークショップ

TechnoAlta & RealizePlus

MOBIUM
⾼エネルギー技術研究室

CQ 出版社 トラ技ジュニア
CQ 出版社
茨 城 ⾼ 専 国 際 創 造 ⼯ 学 科 機 械・制 御 系 
岡本 修
九州⼯ 業 大学 ⼯学部 中山 大輔
東 京 大 学 大 学 院 情 報 理 ⼯ 系 学 系 研 究 科 
加藤 邦拓
RF ワールド
Inter face
CQ ham radio
⾼須 正和・ニコ技深圳コミュニティ
テクノアルタエンジン
FRISK おじさん
minicube.net
ThousanDIY
Imagineers' Guild
いちかわ屋
neon
0Techwork s
PERIDOT CR AF T
COS AEL
VagabondWork s
マツモト精密⼯ 業
@carcon999
Cr yptoboy
Self- Made Keyboards in Japan
ぺらねこふぁくとりー
Ca3N2
k ymok
かーくん
ikeji
サリチル酸
Biacco 42
ゆーち
あぷろ

LIGHTz
株 式会社マクニカ
ローデ・シュワルツ
JA X A 地 球 観測研究センター
DMM.make AKIB A
アクセンチュア
( ⼀社 ) 茨城研究開発型企業 交流協会 (IRDA)
⽩光株 式会社
ZOB.Club
ネコマ製作所
株 式会社 HHM
電気 通信大学情 報 ⼯学⼯ 房ダンボール
コミュニケーションロボットチーム
重 原 創作所
create _clock
タニウラ トモフミ
toio ™ で作ってみた︕友の会
筑 波 大学芸 術系内山俊 朗研究室
TIC TAC- L AB
中学 校 技術 科
遊びとロボット研究専⾨委員会＠日本ロボット
学会・筑 波 大学柔軟ロボット学研究室
ウルカテクノロジー
AUTOL AB
わくわく★ミクロ世界 探 検隊
外 苑前ダイナミクス
佐 藤ロボット研究 所
BotaLab
O'Baka Projec t
東北大学 Finger V ision プロジェクト
物質材料 研究 機構ナノフロンティア材料グループ
蛭⼦ 綾花，⻘砥 隆 仁，髙⾕ 剛志
Shibusawa Rocket
新⾥ 祐教

Doog

ar trecorder
光 CUBE
FIT T Yclub
EL- A strocade 製作委員会
⾼エネルギー技術研究室
万 和 - Ar t unit B ANNA -
TPar t y
セキュリティ博 物 館プロジェクト
Music Tesla coil

M - 03 - 0 4
M - 03 - 05
M - 03 - 0 6
M - 03 - 07
M - 03 - 08
M - 03 - 09
M - 03 -10
M - 03 -11
M - 03 -12
M - 03 -1 3
M - 0 4 - 01
M - 0 4 - 02
M - 0 4 - 03
M - 0 4 - 0 4
M - 0 4 - 05
M - 0 4 - 0 6
M - 0 4 - 07
M - 0 4 - 08
M - 0 4 - 09
M - 0 4 -10
M - 0 4 -11
M - 0 4 -12
M - 0 4 -1 3
M - 05 - 01
M - 05 - 02
M - 05 - 03
M - 05 - 0 4
M - 05 - 05
M - 05 - 0 6
M - 05 - 07
M - 05 - 08
M - 05 - 09
M - 05 -10
M - 05 -11
M - 0 6 - 01
M - 0 6 - 02
M - 0 6 - 03
M - 0 6 - 0 4
M - 0 6 - 05
M - 0 6 - 0 6
M - 0 6 - 07
M - 0 6 - 08
M - 0 6 - 09
M - 0 6 -10
M - 0 6 -11
M - 0 6 -12
M - 0 6 -1 3
M - 0 6 -14
M - 07- 01
M - 07- 02
M - 07- 03
M - 07- 0 4
M - 07- 05
M - 07- 0 6

ドクブラウン
アンヴァール株 式会社
中学⽣ロボコン茨城
蕪木 孝
オープンソースバイオウェアプロジェクト
SPARE-TR ACK craf t s
宇宙製 造 ⼯場⾼⽔⾠⺒
OpenEsys
D 棟ものづくりクラブ
筑 波 大学宇宙技術プロジェクト（STEP)
OUCHI Laborator y
たいおつこう
サークル FanFar
吉永弘 志
K6KCo.
Cyber SpaceLab
あおばや
チームドカロボ
⾖ 腐屋
山⼝⾃動機械
山下
Scramble
スピニングトップ 株 式会社
A 4walleT
MPM
⾨奈哲也
ニロス屋
スティンドグラス・ルーシェ
CODE for GIFU ⼿芸部
Mi YO - organic-
筑 波 大学農 産 ⾷品加⼯研
デジタルツイン植物⽣育プロジェクト
⽿飾本 舗
明和電機
THE ブロッコリー＆鶏むねズ
ミクミン P
FPG A の部屋
TAE WON K ANG
Seeed 株 式会社
SHK
@yuna _digick
カサネタリウム
株 式会社ネフロック
東 京大学リサーチコモンズ
株 式会社つくばドリームコム
MIDIAN Zero-Blue Light Healthy Lighting Produc t s
AMSU (Shenzhen) New Technolog y Co., Ltd
フェイク朝焼けチーム
3D UI lab
フリーフライト模 型 ⾶ 行クラブ
テクノコスプレ研究会
G ADAR A
いしかわきょーすけ
歌 ⼯ 房

M - 07- 07
M - 07- 08
M - 07- 09
M - 07-10
M - 07-11
M - 07-12
M - 07-1 3
M - 08 - 01
M - 08 - 02
M - 08 - 03
M - 08 - 0 4
M - 08 - 05
M - 08 - 0 6
M - 08 - 07
M - 08 - 08
M - 08 - 09
M - 08 -10
M - 08 -11
M - 08 -12
M - 08 -1 3
M - 09 - 01
M - 09 - 02
M - 09 - 03
M - 09 - 0 4
M - 09 - 05
M - 09 - 0 6
M - 09 - 07
M - 09 - 08
M - 09 - 09
M - 09 -10
M - 09 -11
M - 09 -12
M - 09 -1 3
M -10 - 01
M -10 - 02
M -10 - 0 4
M -10 - 05
M -10 - 0 6
M -10 - 07
M -10 - 08
M -10 - 09
M -10 -10
M -10 -11
M -10 -12
M -10 -1 3
M -10 -14
M -11- 01

M -11- 02
M -11- 03
M -11- 0 4
M -11- 05
M -12- 01

K ATO Yoshimasa
おなかもん
成安造 形大学 fabco
山宮 隆
パンタグラフ
武蔵⼩山咖 喱
街ネタものづくり教 室
のせラジ・プロジェクト
ライト・イア合同会社
ShenZhen AORO Equipment Technology Co., Ltd.
⼯学院 大学附属中学 校・⾼等学 校
Hachioji.pm#gadget
Kishima Craf t Work s
necobit（ねこびっと）
みんなのラボ
鷲山技研 feat . HappyTwig BBQ
レフィクシア株 式会社
宇⽥道信
つくる〜む海⽼名
株 式会社リコー
wolf work s
エレキ定 規 楽団
First Four Notes
⾳楽研究 所
smar tDIYs
奇 楽堂
株 式会社 3D プリンター総研
ファブラボ関内
カメララボ大崎
ヤバしもデンシ
朱護 重⼯
ロボット技術研究会 ⼯作 機械 班
The Sanbody 3D printer
MONO Creator's Lab
MaSiRo プロジェクト
⼩野 寺 修
KIT T Lab
長⾕川良平，跡部悠 未
omicro
Drone Per formance
A ssistech Design Lab
まさお
第⼀⼯ 業 大学・情 報 通信研究部
TeamWeeduck
つくばものづくりオーケストラ
多摩ファビリティ研究 所
日⽴ Orchest- Lab「エレクトロニコス・ファン
タスティコス︕」
FUKUSHIMA Wheel/Border Sessions
かえでロボット研究 所
デイリーポータル Z
芝濱 ⼯機 部
ヒゲキタ



T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eE X H I B I T O R  L I S T

3 2 3 3

2月
15日（

土
）



T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eE X H I B I T O R  L I S T

3 4 3 5

2月
16日（

日
）



一 般 客 A（ 父 親 、 お 子さん 2 名 。 つくば 在 住 ） 
　
　Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  Fa i r e  2 0 2 0 を楽しみにしていました 。
半 年くらい 前 にアナウンスがあったので、絶 対 に 行きたい な 、と。
ふ だ ん 、 子ど もたちを 連 れて 遊 び に 行くところとは 違って、「 個 人
が 作りましたよ」というものが見られる。 お 仕 着 せものではない 。
そ れ が 一 番、 楽し い ところで す。 子 ど も に は ぜ ひ 見 せ た い と 思っ
ていました 。「 勉 強 す れ ば 、こういうのが 作 れるようになるか もよ」
というメッセー ジ を 親としては 伝 えたい（ 笑 ）。

一 般 客 B（ 男 性 ）  

　 千 葉 か ら 来 ました 。 M a k e r  Fa i r e  To k y o  2 0 1 9と 比 べると、
（ 出 展 者 全 般 ） 作 り 込 んで い る 感 じ が し まし た 。 自 分 が こ れ か ら

作 るヒントが あ るか な 、 と 思って 来 た んで す けど、 完 成 度 が 高 い
とい う か … …。 M a k e r  Fa i r e 自 体 が 年 数 を 重 ね て い る の で、 レ
ベ ルが 高くなってい る気 がします。 以 前 、 M a k e r  Fa i r e に 行った
ときは 、 もうちょっと入り込 みやす かった（ 笑 ）。 

T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e来 場 者 _ コ メ ント

3 6 3 7



一 般 客 C（ 父 親 、 お 子さん 3 名 ）  

　 子ど も のときに つくば 万 博 に 来 ました 。 つくば 万 博 で は「 こん な 未 来
が あ る よ」 と 技 術 の 展 示 が あ りまし た 。 そ の とき は 、 パ ネ ル や 模 型 で
見 る だ け だ っ た 。 そ の 後、 大 学 生 に な り、 つ くば に 移 り 住 み 、 万 博 か
ら 3 0 年 くら い が 経 ち ま し た 。 そ して、 今 日、 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  
Fa i r e  2 0 2 0  に 来 て、 あ のとき「 こん な 未 来 が あ るよ」 と見せら れ た 未
来 が 形 になってい る！それをすごく感じて、 面 白 かった 。  
　 今 は 夫 婦 で つくば 市 内 で 珈 琲 屋 を や って います。「 もっくん 珈 琲 」 と
いいまして、 大 曽 根という周 辺 市 街 地 で 開 いています。  

（「 もっくん 珈 琲 」　 〒3 0 0 - 3 2 5 3  茨 城 県つくば 市 大 曽 根 3 4 3 9 -1 ）  

一 般 客 D（ 母 親 2 名 、 お 子さん 3 名 ）
 
女 の 子 A（ 小 学 校 低 学 年）

「 楽しかった 、 というか。 い ろん な キ ーホル ダー が もらえて
よ か った 。 ぜん ぶ の 体 験 が 楽 し か った 。 い や、 すこしくら
い は つまん な かった 。 あ の 光とか … …」  

女 の 子 B（ 小 学 校 低 学 年）
「 ああ 、 ブラックの … … 暗 い 部 屋 の … …」 

 
女 の 子 A

「 折り紙と光 の 部 屋 は… …」  

女 の 子 B（ 小 学 校 低 学 年）
「 楽しくない わけでな かったよ。 また、来 年 一 緒 に 来 ようね 」 

 
母 親 A

「 子 ど もたちにい い チ ャンス に なったな 、 と 思っています。
いろいろ体 験して、ワクワクして、楽しかったんじゃないかな」  

母 親 B
「 上 の 子 が 体 験 し ようとすると、（ 出 展 者 が ）『 もっと 積 極

的 にやっていいよ 』 と丁 寧 に 対 応してくださった 。 ちょっと
子 ど もが バラバラ に なっても 、 他 の 出 展 者 の 方 が 説 明して
くださったりした から、 安 心して 預 けられました（ 笑 ）」  
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も と も と 私 達 は 3 年 前 に つ く ば に A I 開 発 の ベ ン
チ ャ ー 企 業 を 立 ち上 げ ました 。 つくば は 研 究 所 の 街
であり、筑 波 大 学 をはじめ 大 学 機 関 の 街 です。 ただ、
僕 は あまり地 場 の 産 業 が 活 性 化 で きて い な い 、 とい
う思い が あった 。 
　 私 達 み た い なベ ン チ ャ ー は 街 を 作 って いく存 在 で
す。 そ の な か で モ ノ作 り が で きるとい う の は 、 情 報
産 業 、 I T が で きるという以 上 に 、 地 域 へ の インパク
トが 大 き い 。 私 達 は モ ノ作 りも 併 せ て、 A I 化 をする
とい う 技 術 を 持 って い ま す。 た だ、 外 へ の ア ピー ル
が 難しか った 。  
「 L I G H Tz さん は A I の 会 社 で し ょう」「 I T の 会 社 で
しょう」 という世 間 か ら の 評 価 で す。「 い や い や、 そ
うで は な いんで すよ」 とアピール をする 必 要 が ありま
した 。 弊 社 は 山 形 に 金 型 の 工 場 を 持 って い るし 、 モ
ノ作りにこだ わった 会 社 運 営 をしています。 そこをア
ピールできたらいい な 、 と 思って 参 加しました 。  
　 山 形 で は 、 プ ラスチ ッ クの 成 形 の 金 型 を 作 って い
ます。 その 金 型 に 情 報 を取 得 するセン サーを 付 け て、
A I で 分 析 するシステムも 作 って い ま す。 金 型 は 全 世
界 に 出 荷 さ れて、 出 荷 先 で チ ェッ ク が で きる 、 とい
うシステムで す。 一 般 の A I と 違 う の は 、 スペ シ ャリ
スト の 視 点 を 完 全 コ ピー して 埋 め 込 んで い ること 。
ブ レ イ ン モ デ ル と い う 技 術 で す。 ス ペ シ ャリスト の
考えてい ることを 聞 き取って、 A I にしていく、 という
流 れ を 持 って い る の が 我 々の 特 徴 で す。 考え 方 を A I
化して いくの で す。 スペ シャリスト の 考え 方 を 明らか
にして、 こ れ を 完 全 コ ピー で き る よう な 解 析 の プ ロ
グラムを 作 る。 お 客 様 の 納 得 性 の高いシステムになっ
ています。  

スポン サ ー _ コメント

株 式 会 社 L I G H Tz  
-   
乙 部  信 吾  氏
代 表 取 締 役  社 長

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください 　 だ か ら 、 参 加した 理 由 は 、 モノ作りに 強 い 会 社という自 負 が ありますので、 つ
くば でアピール をし にきたことが 、 ひとつ 。  
　 そして、 もうひとつ 、 子 ど もたち へ 技 能 継 承 をする 会 社という思 い も 強くあり
ます。 今 回 は コスモ 星 丸 というキャラクター を 用 意した の は 、 それ が 理 由 で す。
今 回 、 メインス ポン サ ーとなって、 つくば 市とか T M M F の 実 行 委 員 の 方 か ら「 乙
部くん の 好 きなことを やっていいよ、協 力 するから」とい わ れて、い の 一 番 に「 コ
スモ 星 丸 を 復 活 させ たいで す！」 といったら 、 快 諾していた だ き  ました 。 コスモ
星 丸 の 3 5 年 前 の 筐 体 を 用 意して、 会 場 で 動くようにしています。  
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　 正 確 に は 私 は ミス ルトゥ の 社 員 で は ありま せ ん 。
このス ポ ン サ ー の 話 は 孫 泰 蔵 さん と 江 渡 さん の 間 で
行 わ れ ました 。 そ の 実 装 を 担う 役 を 務 めました 。 立
場 的 に は コ ー デ ィネ ート に な りま す。 孫 泰 蔵 さん は
新 し い ベ ン チ ャ ー ビジ ネ スの 社 会 実 装 もさることな
がら 、 最 近 で は 、 教 育 に 興 味・関 心 が 強 い 。 ご 自 身
に お 子 さん が い らっし ゃ る こと も あ る んで す が 、 子
ど も た ち が「 自 分 た ち で 社 会 を 変 えら れ る ん だ ぞ」
とい う 手 応 えを 持 つ に は どうし た ら い い の か 、 どう
いう 社 会 を 作 る べきか 、ということを 考えています。
日 本 社 会 の 1 8 歳 は 1 3 . 8 ％ し か「 国 や 社 会 を 自 分 の
手 で 変 えら れ る」 と 思ってい な い 。  
　 あ まり に 子 ど も を 守 り 過 ぎ た 結 果 で す。 もしくは
良し 悪し の 規 範 を与えて、 それを 守らせることが「 教
育 」 だ と 呼 んで し ま う。 そ の こと に 力 を か け す ぎ た
の で、 結 果 的 に 、 子 ど もたちが 1 8 歳 に なって も自 分
たちに は 何 もで きな い 、 と 思ってしまう。（ 従 来 の 教
育 を 受 け た ） 子 ど もたちは 正 解 と不 正 解 を 選り 分 け
る作 業 は できる 。  
　 未 来 を 見 て、 この 課 題 をどう 取り 組 め ば 、 誰 も が
気 付 い て い な い 課 題 を 解 決 しうる の か 。 子 ど もたち
に は そ の 手 応 えを 感 じ て ほ し い 。 そして、 そ の 手 応
え は M a k e r と呼 ば れてい る人 たちが 日々、 得 てい る
感 覚 に 近 い も の で は な い の か 。 な に か モ ノを つくり
な が ら 理 解し 、 解 決し 、 それ が 意 味 が あ るも の だと
実 感 する 。 そのプ ロ セス が 非 常 に 重 要 だと共 感して、
今 回 、 Ts u k u b a   M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 のス ポ
ン サ ー に なりました 。  
　 大 人、 子 ど も に 限 ら な い けど、 自 分 が 取り 組 ん だ
こと、 発 案したことで、 実 際 に 人の 命 が 助 か ったり、
誰 か が 救 わ れて「 ありが とう」 と言って もらえること

M i s t l e t o e   
-   
山 口 情 報 芸 術 セン ター   
会 田  大 也  氏
学 芸 普及 課 長
-

（ ミス ルトゥの 代 弁 者として

取 材 に 応じていた だきました ）  

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください

熟 達 者 のブレインモデル をコスモ 星 丸 に 適 用するところまでは 現 段 階 では 、いっ
て い ま せ ん 。 この 後、 ダ ンス ショ ー な ど をして い こうと 思って い まして、 そ の な
か でステ ー ジ の 演 出 の 仕 方、 最 新 の テ クノロ ジ ー を 入 れていく。 コンビネー ショ
ン の 要 素を 難しい もの にチャレン ジ をしていき、 モ デル 化 に 取り組 んで いきます。
ステ ー ジ の 照 明 ひとつ をとって も 、 熟 達 者 の 技 術 が あります。 そういうの を 取り
込 んで いく。

　 我 々のブース に 関して は 大 き な 反 響 を いた だ きました 。 お 子 さん が たくさん 集
まってくれ ました 。 コスモ 星 丸 は スマ ホ で 動 か せるんで すよ 。 2 、 3 歳 の 小 さい 子
で も 喜 んでくれ た の が 印 象 的 で す。  
　 我 々 は 大 き な 展 示 会 に し か 出 た こ と が あ り ま せ んで し た 。 Ts u k u b a  M i n i  
M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 全 体 として は 、 そ れ ぞ れ 個 性 豊 か な 出 展 者 が 集 まって い る
印 象 で す。 小 さ な モ ノ作 りだ けど、 力 の あ るモ ノ作 りが 結 集した イベ ントに なっ
ていることが 素 晴らしい 。幕 張メッセでやるような展 示 会とは 違う空 気がでている 。
すごくいい な 、 と 思っています。  

御 社 の 従 来 の 活 動とコスモ星 丸 はどのように繋 がっているのですか？

感 想はいか が です か。
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　 1 9 8 5 年 の つくば 万 博 のときに 、 未 来 に 対 するワクワク感 は 、 誰 か 遠 い 研 究 者
が やっていることを見る、ということよりも 、自 分 たちのものになっていく、将 来、
自 分 たちが 体 験 で きるん だ ぞ、 というワクワク 感 だったと 思うんで す ね 。 今 は ど
うして もトップ サ イエ ンスと 市 井 、 一 般 の 生 活 が 乖 離 が ありす ぎ て い る 。 A I と
いってい るけど も 、 A I の 中 身 が どうなってい る の か 、 手 応 えで わ か ってい る人 は
少 な い 。 それ を 取り 扱 うことで、 徐 々に自 分 の も の に なって いく。 自 分 の も の に  
なって 実 感して いく、 そ のプ ロ セス が 重 要 な の で、 今 回 の 場 は 大 事 だと 思って い
ま す。 そ の 手 応 え は 、 文 化 だ と 思うんで す。 お 勉 強 で 学 ぶ も の で は な い 。 文 化
として、 取り 扱 わ れていく。 M a k e r は ひとつ の 文 化 で す。 カル チ ャー が あって、
はじ めて 実 装 さ れていく。 

　 は い 、 そうで す。 山 に 入って、 猟 をし 、 土を 耕し 、 手 応 えとして、 自 然 との 距
離 感 を 身 に 着 け て いた 。 今 は どうして も 、 モ ダニ ズ ム 的 に なることに よって、 土
を 触 ると汚 いとか 、 山 に 入るとダニ が い るか ら 嫌 だ、 とい わ れてしまう。  

　 専 門 家 で 分 け てしまう。 それ が モ ダニズ ムで す。 それを 乗り越 えるた め 、 もう
一 回 、 技 術 や モノ作りを手 にしていく。 それ が 手 応 え に なり、 カル チ ャー に なる
の か な 、 と 思います。  

感 想はいか が です か。

お 話を 伺っていて、求 めている手応 えは 、
猟 師とか そういうものに 近いような印 象です。  

そういう職 業 の人 がいるから任 せよう、
と分 けてしまいます。

は 、 と て も 重 要 な こと で す。 自 分 の 生 活 と 国 の 予 算 で や って い る ような 研 究 に
距 離 が あ るとする なら ば 、 近 づく機 会 を つくりた い 。 自 分 が アイデ ア を出 すこと
で、 研 究 者 が ハッと す るか もし れ な いし 、 研 究 者 が ふ だ ん 何 に 悩 んで、 何 が 解
決 できな い の か 、ということを 知 るところが 第 一 歩 だと思うんです。 コミュニケー
ション、 サイエ ンスと M a k e r の人 たち 、 どうつ な げ て いくの か 、 どうネットワー
キングしていくのか、ということがこれからの重 要 な 課 題 になっていくだろうと思っ
ています。  
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　 つくば で 新しいモノ作りイベントが 開 催されること
は 、 と て も 喜 ば し い こと な の で、 盛 り上 げ た い と 思
い まし た 。 モ ノ 作 り をして い る 企 業 として、 M a k e r  
F a i r e が 盛り上 がって、今 後 も 続 いていけば いい な、
と 思 って い ま す。 そ れ に 第 1 回 だ か ら 運 営 の 方 も 大
変 だ ろうと 思 い 、 ス ポ ン サ ー に な りまし た 。 弊 社 の
お 客さん は 、つくば 市 内 に住 んで いらっしゃったり、
市 内 のメー カ ー の 方 と 取 引 をして い る 、 とい う わ け
で は ありま せ ん 。 今 回 の 出 展 は あくま で イベ ント の
賑 や か しで す。 市 民 の 皆 さん に も「 こ ん な 会 社 が あ
るんで すよ」 と 見ていた だくの が いいか な 、 と 思って
います。 

株 式 会 社 D o o g   
-   
大 島  章  氏
代 表 取 締 役

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください 。

　 私 達 の 機 械 の 良 い ところ は 難 しくな い ところ 。 ふ だ ん は 空 港 や 倉 庫 な ど で 活
動 をして い ま す が 、 子 ど も が 来 る ようなこうした イベ ントで も 活 躍 で きる 。 どの
現 場 で もすぐに使 えるの が 特 徴 で す。 

　 1日目 は 晴 れていた ので、 キッチン カ ーとコラ ボして 2 人 乗りの 乗り物 を 走らせ
て、 か なり 盛 り上 が りました 。 2 日目 は 雨 な の で、 市 民 の 出 足 は 悪 い の か な 、 と
は 思います けど… …しようが な いで す ね（ 笑 ）。 我 々としては 市 民 の 皆 さん につく
ば 市 に「 こういう会 社 が あ るよ」 というの を 知 って もらいた い 。 会 場 に は 市 内 の
方 も出 展していますし 、 そうした目 的 につ いては 達 成 が できました 。  

移 動 ロボットも犬の 形をしていたり、楽しいです。

感 想はいか が です か。
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　 業 界 の 方 に は 、 弊 社 は コ ン サル ティン グの イメー
ジが 強 いと思います。 また、一 般 消 費 者 の方には「 ア
ク セン チュアって何？」 とお 思いでしょう。 現 時 点 で
グ ロ ーバ ルで 5 0 万人、 ジャパ ン で も1 万 2 0 0 0 人の 社
員 が い る 、 世 界 最 大 規 模 のコン サル ティン グ 会 社 で
す。  
　 弊 社を 知っている方 で も 、弊 社 にモノ作りの イメー
ジ は お 持 ち の 方 は 少 な い でしょう。 そ の な か で、 こ
こ数 年 、私どもにお 問い 合 わせいただく内 容 が 変わっ
て き まし た 。 従 来 で し た ら 、 新 し い シス テム を 入 れ
たい 、 もしくは 入 れてい るところがトラブルが 起 きて
い る 、 といった お 問 い 合 わ せ をいた だ いていました 。
ま た は コ スト を 落 とし た い 、 ビ ジ ネ ス プ ロ セ ス を 変
え た い 、 とい った ような 業 務 に 特 化 した お 問 い 合 わ
せ が 主 でした 。 売 上を 上 げ るた め に 、 何 か を 削 る 、
販 路 を 広 げる 、 新しい E C チャネル を 作 る 、 そういっ
た お 仕 事 がメイン でした 。  
　 今、 そこ か ら 変 化 して い ま す。 新 し い サ ー ビ ス を
つ くりた い 、 新 し い 業 界 に 打 ち 出 て い き た い 、 もう
少 し 違 った 形 で 新 商 品 、 新 サ ー ビ スを 出した い 、 と
いうお 問 い 合 わ せ をいた だくように なった 。  
　 我 々へ の 依 頼 が サービスづくりになってきました 。
つまり、 一 般 消 費 者 の エ ンドユー ザ ー の 体 験 作 りで
す。  
　 私 た ち は 、 F o r g e とい うブ ランド を 立 ち 上 げよう
として い ま す。 海 外 で は す で に は じ め て い て、 今、
日 本 で も や ろうとして い る 。 新 し い サ ー ビ ス、 新 し
い モノ、 コ ネクテッドデバイスを 起 点 に 考えるブラン
ド で す。 海 外で は 、 新し いカメラ や 自 動 運 転 の 体 験
み た い な ところだ ったり、 店 舗 の 新 し い 体 験 を 提 供
して い ま す。 た と え ば 、 お 客 さん に 対 応 す る 店 員 が

アクセン チュア 株 式 会 社   
-   
廣 澤  篤  氏
プリンシバル・ディレクター　
デジタルコンサルティング
本 部

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください

スマ ホ を 持 って いて、 そ の 場 で ネット決 済 をして 袋 詰 をして お 渡しする 、 とい っ
た ことを 海 外で や って いて、 そ れ を日 本 に 持 ってこようとして い る 。 実 際 、 今、
何 組 か のお 客 様と、 ハードウェア 込 み の 体 験 づくりをはじ めています。  
　 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 のように 大 学 、 研 究 機 関 の 方 が 集まると
ころで、 弊 社 の「 サ ー ビ スを 提 供 する 思 い」 が あ ることを 広く知 って い た だ き た
いと 思っています。 そして、 できれ ば 仲 間 に 入っていた だく、 もしくは パートナ ー
としてや って いき た い 、 と 思って います。 今 回 、 我 々、 採 用 案 内 のパ ンフ を 配 っ
て い ま す。 ぜ ひ 、 ケ イパ ビ リティを 持 って い らっしゃ る方 に ぜ ひ入って い た だ き
たい 。 そ の 気 持 ちを 伝 え たいと 思い 、 ス ポン サ ー に なりました 。  
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　 ご一 緒どころか 、 入社してほしい（ 笑 ）。 私 達 は「 フロントとサ ービス 設 計 が で
きます」「 フロントとバック、 両 方 が で きます」 といった 複 数 のことが で きる人 間
を 揃 えて、 スクラムで サ ー ビ スを 開 発 して いま す。 手 戻りが 少 な い 形 で「 当 初 考
えて いてビジ ネス に あった サ ー ビ ス 」「 サ ー ビ ス に あった システム 」 が 一 気 通 貫
で 作 れ るようにしてい る 。 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 に 出 展 さ れ る方
は 、 そ うい った ことに 興 味 を 持 ってくだ さる 方 が 多 い 。「 アク セ ン チュア は こ ん
なことをして い るん だ 」「 一 緒 に サ ー ビ スづくりをした い」「 就 職 した い」 と 思っ
てほしい 。 とくに 学 生さん は 就 職 先 の 候 補 に 入 れていた だ きたい 。  
　 昨 今、 就 職した いラン キン グ で 弊 社 は 1 位 に 選 ば れ ます。 しかし 、 皆 さん 、 コ
ン サル ティン グの 側 面 を 見て決 めていらっしゃいます。  
　 弊 社 は「 コン サル ティン グ 会 社 は ブル ープ リントま でし か やら な い と 思って い
た が 、 エグ ゼ キュー ション ま でしっか り見 て もらえると 思 わ な か った 」 とお 客 様
が 仰 ってくれ る会 社 で す。 それ が できる人 材 を求 めています。  

Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 2 02 0 に 集まった皆さんは 、
開 発 だけではなく、開 発してお 披 露目して、ビジネスにまで
着 地させる力を持っています。そういう方とご一 緒したい 、
ということですね 。 　 思った 以 上 に 、 若 い方とお 話 が できました 。 高 専 生とか 高 校 生と話 をしてい る

と、 当 然 、 この 会 社 名 は 知 りま せ ん 。 話 すと「 面 白 そうだ ね 」「 こうい った 仕 事
をしてみたい」と興 味 を持っていた だ いた 。 非 常 に 有 意 義 な 時 間 を 過ごしました 。
会 場 で は 中 学 生 ロ ボコン が あります。 若 い方 には ロ ボットで 競うことから発 展し 、
ロボットの 技 術 を 使うことで 新しい 体 験 、サービス、 世 界 を 作 ることに 興 味 を持っ
ていた だくと 嬉しいと 思います。  

感 想はいか が です か。
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　 3 6 0 度 カメラ「 T H E TA 」 の 事 業 の な かで も 私 達 は
ニッ チ な 活 動 をして い ま す。 T H E TA シリーズの な か
に は A n d r o i d を 搭 載してい る 機 種 が あります。 そち
らで 動 作 するア プリケーション（ T H E TA プラ グイン）
の 作り方 をオープ ンソースにしました 。 プ ロ グラムを
書 ける 人 は 自 由 に い ろ い ろ な 機 能 を 追 加 して いくこ
と が で きます。 イン プットデバイスとしてカスタ マイ
ズ をすることが できるんで す。  
　 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 に 出 展 し た
の は 、 つくば という土 地 柄 、 T H E TA の オープ ンソー
ス に 興 味 を 持 つ 方 や、 こうい った 開 発 の 知 見 を 持 っ
て い る 方 が 多 い だ ろうと 思 い 、 カ ス タ マイ ズ で きる
3 6 0 度 カメラの T H E TA の 認 知 拡 大 に 適してい ると考
え た か らで す。  
　 T H E TA を 活 用して い た だくことで、 弊 社 の 商 品 の
利 用 者 が 増えて 嬉しいというだ け で は なく、 開 発 をす
る皆さまにも 楽しんでいた だ けるので は な いか、 と考
えています。 ア プリケー ションを自 由 に作 れ るカメラ
は な か な か ありま せ ん 。 開 発 する 皆 さん と 弊 社、 お
互い の思いがここでは 合 わさるんじゃないかな、 と。  

株 式 会 社リコ ー
-   
椎 名  美 帆子  氏
Smart Vision 事業本部　
THETA 事業部　
Sales & Marketing

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください

　 多 くの 方 に お 伝 えすること が で き たと 思 いま す。 認 知 をした い ところ を、 皆 さ
ん にきちん と 受 け 取っていた だ いた 。 T H E TA のカスタ マイズ をメリットだと 思っ
てくだ さる方 に 、 この サ ービス は 利 用して いた だ きた い んで す。 そ の 情 報 は きち
んと 届 いた ので は な い か 、 と 。 手 応 え は 感じています。  

感 想はいか が です か。
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　 ロ ー デ・シュワルツ は 8 0 年 ほ ど 続 くド イ ツ の 計 測
器 を 扱 うメーカ ーで す。 今 ま で は 高 い 周 波 数 を 計 測
する 高 価 格 帯 の 商 品 をビジ ネ ス メイン で 扱 って きま
した 。 最 近 、 オ シ ロ ス コ ープ を 含 め 、 低 価 格 帯 の 商
品 を 扱 うように な りまし た 。 1 0 万 円 台 の 商 品で す。
た だ、 弊 社 に は 今 ま で 高 価 格 帯 の 商 品 を 扱 うイメー
ジ が 強 い 。 そ こ で、 ロ ー レン ジ の 価 格 帯 の 商 品 を
P R で きる 、 わりとフラン ク な 場 を 求 めて いました 。
Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 は ホビーユース
の 開 発 者 の 方 が 多 くい らっし ゃ い ま す。 そこ で ス ポ
ン サ ー に なり、 出 展しました 。

理 由 は 2 つあります。  
　 黒 子 の 会 社 な の で、 感 度 の 高 い人 たちに 会 社 の 名
前 を 知 って ほ し い 、 とい うこと 。 もうひ とつ は C S R
で す。 メイク だとか 、 そういった もの に 対して 支 援 を
していく。 その2 つ の文 脈 でスポン サーとなりました 。  

ロ ー デ・シュワルツ・
ジャパン 株 式 会 社   
-   
小 掠  史 明  氏
マーケティング

株 式 会 社 マクニカ  
-   
米内 慶太 氏
ブロードビジネス本部 
Mpression 企画開発部長

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください

　 趣 味 か らはじ めて 起 業 をさ れ た 方、 ご 家 族 がエ ン
ジ ニ ア でご 興 味 を 持 た れ る 方 に い らっし ゃって い た
だ き まし た 。 じ つ は M a k e r  F a i r e  To k y o  2 0 1 9 か
ら ス ポ ン サ ー をして い ま す。 東 京 も 含 め て、 狙 い 通
りで す。 土 日の イベ ントは 、 平 日の イベ ントよりも 来
場 者 が ブース 近くに 寄 ってきてくれ ます。 親しく話 を
聞 い て も らえる よう な 雰 囲 気 で す。 弊 社 の ブ ランド
力 をお 伝 えするの にいい 場 所 だ な 、 と 感じています。
満 足しています。  

　 盛 況 で び っくりし まし た 。 こ ん な に モ ノ作 り が 好
き な 人 が 、 つくば に い る んで す ね 。 会 場 の 大 きさ も
良 かった か な 、 と思っています。 一 周 すると、 ちょう
ど 良い 感じでお 腹 いっ ぱ い に な れ る 。 M a k e r  F a i r e
の 入 門 として は 、 規 模 が ちょうど よ か った 。 東 京 み
た い に 大 き い とトゥ ー・マッ チ で 理 解 が 追 い つ け な
いこともあ るんです。 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  
2 0 2 0 で は「 メイクとはこういうことな んだ な 」とゆっ
くり見て 回 れ る 。 1 回 目として良い 規 模 で す ね 。  

　 果 た せ そ うで す。 お 子 さん に ま で、 弊 社 の 名 前 を
知っていた だくことが できました 。 当 社を 知ってい る
という方まで いて びっくりしました 。 意 外 と 知ってい
る人もい るんだ な 、 と（ 笑 ）。  

感 想 はいか が です か。

感 想はいか が です か。

目的 は 達 成されそうでしょうか。
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　 スイッ チ サ イエ ンス は 電 子 部 品 の W E B ショップ で
す。 わ りと 多 くの M a k e r の 方 に 使 って い た だ い て い
ます。 いっしょに 盛り上 げ ていこう、 というモ チ ベー
ション は 当 初 か ら ありま す。 M a k e r   F a i r e  To k y o  
2 0 1 9 の 前 身 か ら 、 参 加しています。 そ の 流 れで、 弊
社 は ずっとス ポン サ ー に なっています。

　 弊 社 の 取 引 先 は 工 場 がメイン で す。 だ けど、 こ れ
か ら は もう 一 度 、 個 人 に 戻 って い くだ ろう、 と 考 え
て い ま す。 そ うし た 個 人を 下 支 えし た り、 裾 野 の 広
が りの 一 助 に な れ ば と 思 い 、 出 展しました 。 こ れ か
ら は 個 人 さん に も 良 い も の を、 で きる だ け 安 く使 っ
てほしい 、 と 思っています。

株 式 会 社  1 4 4 L a b   
-   
S W I T C H  S C I E N C E  
須藤 伊津子 氏  

白 光 株 式 会 社
-   
H A K KO   
井木 康雅 氏   
R&D センター 
商品開発4課 主任

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください

　 私 自 身 は 今 回 、 ス ポ ン サ ーとして は じ めて 参 加 し
ま し た 。 M a k e r  F a i r e  To k y o  2 0 1 9 の 頃 は 、 い ち
参 加 者として伺 いました 。  
　 弊 社 はいつもは 、販 売 をしています が、今 回 はカッ
パースミスという 形 で 協 賛 をして いまして、 出 展 はし
て い ま せ ん 。 お 客 さん に 販 売 をして い な い の で、 い
つ もと 様 子 が 違 い ま す。 名 前 だ け、 掲 載 をして い ま
す。 … … 理 由 は い ろい ろ 、 社 内 事 情 で す（ 笑 ）。  
　 3 F の ほ うに 同 人 ハ ード ウェア フェ ス が ありました
よ ね 。 そこに 当 社 の 社 員 で あ る 高 須 がメイン で 協 力
して い ま す。 そ の 関 係 で 昨 日 は そ ち ら に い た んで す
け ど、 来 場 者 へ の 導 線 が わ か り づ らくて… … 。 もう
ちょっとお 客さんが 来 やすい 感じだとよかったな、と。  
（ 全 体 的 には）M a k e r の方々もたくさんいらっしゃっ
て見 ご た え は ありました 。  

　 研 究 室 の 方 も け っ こ う 出 て い て、 他 の M a k e r  
F a i r e で は 見 ら れ な い 面 白 い も の が け っ こう あ りま  
す ね 。 今 回 の イベ ントで は 、 製 品 を 知っていた だ き、
会 社 も 知 って い た だ き まし た 。 来 ら れ た 方 に「 こう
やるといいで すよ」 とアドバイスをする形 で、 裾 野 を
広 げ る こと もで き た と 思 い ま す し 、 そ うい う 形 で 会
場 のお 役 にも 立 て たと 思います。  

感 想 はいか が です か。 感 想はいか が です か。
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　 我 々 は I R D A という 団 体 で す。 茨 城 県 の 研 究 開 発
に 関 わってい る 会 社 が 3 0 社 集まった 組 織 で す。 今 回
は 弊 社 、 清 和 製 作 所 が 代 表として出 展しました 。 3 0
社 は 様 々 な 業 界 の 加 工 系 や 材 料 系 、 医 療 系 、 研 究
開 発 をして い る 企 業 で す。 弊 社 も ふ だ ん は つくば に
あ る 研 究 機 関 向 け に 、 精 密 加 工 で 実 験 装 置 を 作 って
います。  
　 今 日 持 ってきた の は 、 清 和 製 作 所 で 作 った 子 供 向
け の オモ チ ャで す。 精 密 な 加 工 は 何 で もできるので、
こういった 子 供 向 け の オモ チャも 弊 社 で 作 れ ますよ、
というプ ロモ ー ション で す。 

( 一 社 )  茨 城 研 究 開 発 型
企 業 交 流 協 会 (I R D A )
-
副 会 長
根 本  貴 寸 志  氏
( 有 限 会 社 清 和 製 作 所
 代 表 取 締 役 )

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください

　 M a k e r  F a i r e に参 加 するの が はじめてなのでどういったお 客さんが い るの か、
わ かりま せんでした 。 調 べ てみたら 、 子ど もたちが けっこう来 るような 印 象 で す。
そこで、 今 の 子 ど もたちが モ ノ作 りか ら けっこう 離 れて い る の で、 モ ノ作 りの 楽
しさを 知 って もらいた い と 思 い 、 オモ チ ャを 作 ってきました 。 コ マとか 、 輪 ゴ ム
銃 を 作りました 。 輪 ゴム 銃 は 8 連 射 できます。 ハンドスピナ ー もありまして、我々
が ちゃんと作 るとも のすご い 回 る（ 笑 ）。 こういうところか ら 、 どう作 れ ば 、 この  
ようになるの か 、ということを 子ど もたちに 知ってもらって興 味 を持ってほしい 。
出 展 の ター ゲットとしては 親 御 さんで す。 つくば 市 の 研 究 機 関 で 働 いてい る方 が
多 い の で、 仕 事 に つ な が れ ば とは 思 い ま す。 もち ろ ん 、 子 供 に も 魅 力 が 伝 わ れ
ば いいで す ね 。  

　 子 供 たちが ずっと 興 味 を 持 ってくれて います。 面 白 いで す。 ふ だ ん は 大 人 向 け
ば か りの モ ノ作りをして います が 、 子 ど もたちが 興 味 を 持 つような モ ノを 作 る の
は いいで す ね 。 改 めて 実 感しました 。 
　 たとえ ば 、 キ セ ル を 作りました 。 穴 が 空 いてい るんで す けど、 これ は も のすご
く難 し い んで すよ 。 こうし た こと が で きる 、 という 技 術 の P R に な れ ば 、 と 思 い
ます。 1日目 、 2 日目と 人 が 集まってい るので、 企 画 の目 的 は 達 成 できそうで す。  

な ぜ子 供 向けのオモチャを作って、持ってきたんです か？

感 想はいか が です か。
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　 メディアス ポン サ ーって、 僕 らは よくわ か ってい な
いんです。 た ぶ ん 、記 事 を書 け ばメディアスポン サー
という 扱 い な んで すよ 。 僕 らか ら は 現 金 は 出 て い か
なくて、 様 子 を 伝 え れ ば メディア ス ポ  ン サ ー だとい
う 扱 い だと 思って います。 毎 回 、 M a k e r  F a i r e は メ
ディア ス ポ ン サ ーとして 出 て い ま  す。 そ の 流 れで 今
回 も出 ています。  
（ M a k e r  F a i r e の 出 展 社 や 来 場 者 は）デ イリーポー
タル Z の サイトの 読 者 層と 近 いですし 、デ イリーポー
タル Z を 見 て い る 方 も 多 い 。 リアル な 接 点 を 持 つ こ
とで、一 層、サイトを 楽しんでほしい 、と思っています。  
　 イヤ らし い 話 を す る と、 そこ か ら さら に 広 告 や 有
料 会 員という 話 に なる んで す けど ね 。 で も 、 ま ず は
リアル な コ ン タ クト を 持 つ こと 。 リアル に 会 え ば 、
そん な に 嫌 わ れ ることも な い（ 笑 ）。 す げ ー イヤ な 奴
だ、 とさえ 思 わ れ な け れ ば 、 ま あ 、 親 し み を 持 って
くれ る 。 イン ター ネット のメディアって、 本 当 に 人 が
い る の か な 、 と 思 わ れ が ち な んで す け ど「 ち ゃん と
人 が いますよ」という生 身 の 感じを出していけ れ ば 、
い ろ い ろ な 広 が り を 得 る こと が で きる 。 イヤ らしく
言 え ば 、 お 金 だ ったりアク セ ス 数 へ の 広 が りに なる
なぁ 、 と 。  
　 そ れ に こうい う モ ノを 作 れ る 人 と仲 間 に な れ ると
い う の は 、 た と え ば 、 デ イリ ー ポ ー タル Z が 何 か を
するときに手 伝 ってくれ る人 が 仲 間 が なってくれ ると
い うこと 。 そ れ は 大 き い で す ね 。 ち ゃん とし た 会 社
に 頼 んだりすると、 高 価 なことになっちゃうんで す け
ど、 仲 間という輪 に 入ってい れ ば 優 遇してもらえる 。
それ に 対して、 こちらは デ イリーポー タル Z の 記 事 と
して 取り上 げることで、 対 価とできます。  

イッツ・コミュニケーショ
ンズ 株 式 会 社  
-   
デイリーポータル Z  
林 雄司 氏  
メディア事業部

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください

　 そうで す。 出 展 者 同 士 の 輪 は 、 お 金 に 頼 ら な い 経 済 の な か で 関 係 性 を 作 るこ
とが できる 。 楽 で す ね 。 お 金 に 頼らな い 、 信 頼 経 済 を 築くことが できる 。  

　 つくば は子ど も の民 度 が すごく高 い 。 他 のところに 出 展 すると、 展 示 物 へ バー
ンと 力 任 せ に 打 ち付 ける 子ど もが い るんで す けど、 ここに は い な いで す。 それ に
女 の 子 が 科 学 に 対して 抵 抗 が ありま せ ん ね 。 変 な ジェン ダーで、 女 性 は 科 学 に
手 を出さない 、みたい な 意 識 がありますけど、つくばにいる女 の 子 は 科 学 が 好 き、
抵 抗 が な い 、 それを 感じます。 日 本 は 将 来 、 明 るいで す ね 。

お互い顔 が見えていれば、お 金以 外 の 落とし所も見つけられる、
ということですね 。

感 想はいか が です か。
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　 事 務 局 の 江 渡 さ ん と 土 井 さ ん に「 M a k e r  F a i r e
に 出 ま せ ん か」 と お 話 を い た だ い て、 メデ ィア ス ポ
ン サ ー として 参 加 し まし た 。 弊 社 の 媒 体 を 通 して、
Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 の 紹 介 を して
います。 Tw i t t e r など で も 情 報 発 信しました 。

　ええ、あります。 今 回 、C Q 出 版 社としてスポンサー
出 展 を 初 めて 行 い ました 。 以 前 は 、 一 般 出 展 として
参 加 し まし た 。 そ の とき か ら（ 来 場 者 や 出 展 者 は ）
読 者 層と合 うね 、 という話 は 社 内 でしていました 。  

会 場 はとてもコンパクトにまとまっていて、 とても見や す か ったで す。 つくばと
いう 街 は 、 研 究 者 の 街 で す。 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 に は 彼らのご
家 族 も 来 場 さ れていた ので、 つくば で 開 催 する意 味 は 大 きいと 思いました 。
　 展 示 に 加 えて、 2 日 間 で 3 本 の ワ ー ク ショップ を 開 催 しました が 、 事 前 登 録 な
しに 飛 び 込 みで の 参 加 者 が 多 か ったで す。 特 に お 子さん の 参 加 者 が 大 半 を占め 、
未 就 学 児 童 の 参 加 も多 数 ありました 。 彼らは ちゃんと 理 解して、 一 所 懸 命 作 って
くれました 。 他と違って、理 解 の 早い 子 が 多かったという印 象です。 2  時 間 のコー
スでした が 、製 作 に 集 中し 、皆 さん 無 事 に 完 成 できたようです。 この 経 験 から 、
ワー クショップ に 参 加してくれ た 子 供 たちが 未 来 の 読 者となり、 将 来 エ ン ジ ニア
に なってくれ たら 嬉しいで す ね 。

　 い や、 物 販というよりは 、 弊 社 はこん な 会 社 で すよ、 という P R で す。 物 販 は 、
せっかくだ か ら 、 というつ もりで 行 っています。 

たい へ ん 満 足しています。 来 年 もあ るならば 、 ぜ ひ 出 たいと 思っています。

C Q 出 版 株 式 会 社
-   
沖田 康紀 氏
企画部　編集

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください

御 社としては Ts u k u b a M i n i  M a ke r 
Fa i r e 2 02 0 の 来 場 者と読 者層は 合 致する
部分 はありますよね 。

つくばと他 の M a ke r Fa i r e の 違いは感じられます か？ 

Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 2 02 0 の 御 社 の目的としては 、
物 販になるんです か？ 

スポンサーとして、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 2 02 0はいかがですか？  
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　 コミュ ニティーパートナ ーとして 弊 社 は ス ポン サ ー
をしています。 出 展されているメーカーの方々にドロッ
プイン チ ケットという1日1 2 時 間 使 えるチ ケットを事
前 に 配 布 を い たし まし た 。 イベ ント に 向 け た モ ノ作
りの 準 備 を サ ポートする形 でスポン サーをしています。  

　 D M M . m a k e  A K I B A は 設 立した の が 5 年 前 で す。
去 年 の M a k e r  F a i r e  To k y o  2 0 1 9 が 初 出 展 でした 。 
今 まで な か な か 機 会 が な か った 。 今 回 の つくば は 秋
葉 原 か ら電 車 で 一 本 。 こちらも 初 開 催 であ れ ば 、 ぜ
ひ 、 ご 協 力したい 、 盛り上 げ ていきたい 。

お 子 さ ん 連 れ が 多 い な 、 と い う と こ ろ で す。
M a k e r  F a i r e  To k y o  2 0 1 9 よ り、 地 域 の 方 々 が イ
ベ ントとして 楽し み にいらっしゃって い る 、 という 感
じ は し ま す。 つ くば は モ ノ作 り の 街 とい う 印 象 が あ
りま す。 大 学 生 や 企 業 の 方 もたくさん お 越 し い た だ
いてい る 、 と 感じています。

合 同 会 社 D M M . c o m   
-   
小 山  柚 奈  氏 　
広 報   

スポン サーになった 理 由をお 聞 か せください

感 想 はいか が です か。

　 D M M . m a k e  A K I B A は スタートアップの 法 人さん に使 っていた だくことが 多 い
サ ービスで す。 今 日 、 出 展 さ れて い る方 も 弊 社 の 会 員さん が いらっしゃいます。
会 場 は 秋 葉 原 か ら 物 理 的 に 遠 いで す けど、 移 動 時 間 は さして か か る わ け で は あ
りま せ ん 。 D M M . m a k e  A K I B A は 個 人の 方 に もご 利 用 いた だ き た いで すし 、 来
場 さ れ る 方 と 親 和 性 は 高 い 。 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 は 皆 さ ま に
知っていた だくきっか け に なりそうな ので良 か った 、 と 思っています。

目的としてはいか が です か？
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　 弊 社 は I T エ ン ジ ニ ア の 方 向 け の 専 門 書 中 心 の 出
版 社 で す。 私 達 は「 M a k e：」 というシリーズの 書 籍
と、 M a k e r  F a i r e  東 京 、 M a k e r  F a i r e  京 都 を 開
催して います。 M a k e r  F a i r e  は アメリカ で はじまっ
たものです。 オライリーメディアという、オライリー・
ジ ャパ ン の 本 社 が あ りまして、 そこ の 一 事 業 として

「 M a k e：」 が は じ まりまし た 。 私 達 は 子 会 社 として
日 本 で「 M a k e：」 を 展 開してい る形 で す。  
　 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 へ の 共 催 の
理 由 は つ くば の 方 か ら お 話 を い た だ い た こと、 そし
て、こういったモノ作りの 活 動 をいっしょに 広 げ たい 、
という目 的 のた めで す。  

　 決まった 方 法 が あ る わ け で な いと 思います。 た だ、
書 籍 や ブロ グ で 情 報 を 発 信して い き、 読 者コミュ ニ
ティを 作 って いく。 そこ か ら 実 際 の 出 展 者 の 方 に 繋
が って い く。 オ ラ イリ ー・ジ ャパ ン に  とって は イベ
ント は ゴ ールで は なく、 一 連 の 流 れ の な か で 展 開 し
て い る も の で す。 大 き な ミッ ションとして 2 つ ありま
す。 ソフトウェア、 ハードウェア を 作 ら れてい る方 に
良 質 な 情 報 をお 届 け すること。 もうひとつは 、コミュ
ニティの 方 々 が 集 って 情 報 交 換 が で きること 。 ソ フ
ト ウェ ア の 世 界 に は オ ープ ン ソ ース 活 動 とい う も の
が あります。 これ と同じことがハードウェアの 世 界で
も 起 きるように手 助 け をしています。  

株 式 会 社 オライリー・
ジャパン  
-   
田村 英男 氏
Make編集部 マネージャー/
編集長

共 催 になった 理 由をお 聞 か せください

デベロッパーコミュニティの 作り方とは？ 

　 M a k e r  F a i r e は 各 所 で 開 催しています が 、 地 域 によって大 きく違うということ
は ありま せん 。 た だ、 地 元 の 研 究 機 関 やコミュ ニティの 方 が 多く参 加してい る の
で、 つくばらしい イベ ントに なった ので は な い か 、 と 思っています。  

そこは 問 題 なく達 成 できると 思います。 

感 想はいか が です か。

コミュニティづくりや書 籍 の販 売など、目的 は 達 成 できそうです か。
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　 つ くば 市 として は 出 展 し た の は 、 か らくり 時 計 の
展 示 とデ モ ンストレ ー シ ョン で す。 こ れ は ふ だ ん は
つくば 市 谷 田 部 郷 土 資 料 館 で 展 示 はしてい るんです。
で も 、 実 際 に 解 説 し な が ら 動 か す、 という 機 会 は 少
な い 。 今 回 、 多 くの 方 に 知 って も ら い た い と 思 い 、
出 展 をしました 。 ふ だ ん は 団 体 見 学 の お 申し 込 み が
あ れ ば 動 か しま す。 た だ、 あまり 動 か す 機 会 は 少 な
い で す ね 。 また 、 今 回 の か らくり 時 計 の 展 示 の 発 案
は 実 行 委 員 会と聞 いています。  

つくば 市
-   
石橋 充 氏
教育局 文化財課
課 長 補 佐

共 催 になった 理 由をお 聞 か せください

　 今 回 、 モ ノ 作 り の イベ ントと い うこと で、 技 術 者
が 多 いで す ね 。 仕 組 み を 興 味 を 持 た れ る方 が 多 い 。
模 型 自 体 は 今 か ら2 0 0 年 前 に 飯 塚 伊 賀 七という 技 術
者 が 作 った も の で す。 か らくり人 形 を 作 った り、 伝
説 で は 飛 行 機 ま で 作 ったとい わ れて い ま す。 発 明 家
な んで す けど、 学 者 や 研 究 者とい う の で は なく、 地
元 の 名 主 で す。 豊 か だ けど 農 家 の人 間 で す。 そ の人
が 蘭 学 者 の 話 を 聞 い たり、 本 か ら 学 ん だ りして、 独
学 で 作 った 。 ユ ニー ク な 人 な んで す。 今 の 日 曜 大 工
ですよね 。 趣 味 の 延 長 線 上 に 、からくり時 計 が ある 。
Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 の 主 旨 に ふ さ
わ し い の で は な い か と 思 って い ま す。 昔 の モ ノ作 り
の 思 い と、 今 の モ ノ作 り へ の 思 い は 重 なる 部 分 が あ
ります。 それを 見 せることが できました 。

感 想 はいか が です か。
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「 これ が できたら買うよ」 と言ってくだ さる方 が いました 。 より頑 張 らな いとな 、
と 思っています。 
　 b スポーツ 体 験 は 、 今 は 必ずしも望 み の 結 果 を 得 る わ け で は ありま せん 。 どう
いうことが 起 きたら 失 敗 するの か 。 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 で は 、
そ の デ ー タも 取っています。 生 波 形 を 見ると、 さっき 失 敗したときは 通 信 の 状 況
が 悪 か ったことが わ かります。 出 力 を上 げ な け れ ば い け な い な 、 とか 。 このよう
な 現 場 だとノイズ が 多 い ことも わ か りました の で、 ノイズ に 強 い システムを 作 ら
な け れ ば い け な い な 、 とか 。 そん な デ ー タを 集 めています。  
　 今 回 は 、 本 当 に皆 さんか らご 協 力 いた だ いています。 大 成 功 で す。 ありがとう
ござ います。  

＜おまけ。 見 学 中 の 一 般 来 場 者（ 女 性 ） のコメント＞   
　 A L S と か 、 身 体 が 動 か なくて も 脳 は 活 発 に 動 い て い る 状 態 が ありま すよ ね 。
それ は 何 もできな い ので は な い 。 ギリギリまで 何 かしらの 活 動 をしたい 。 そ のた
め の b ス ポーツ な んで すよ 。 たとえ ば 脳 が 死 ん だら 、 死 ん だことにさ れて、 健 康
な 体 は 臓 器 移 植 な ど に 使 わ れ ま す。 そ れで は 身 体 が 死 んで、 脳 が 生 き て い たら
どうなるの か … … 。 使 える体 の 器 官 が 残 ってい るなら 、 最 大 限 に使 いたいで すよ
ね！ 　 … …って、 私 、 一 般 人な んで す けど（ 笑 ）。  

感 想はいか が です か。

　 我 々、 産 総 研 は b ス ポ ー ツとい う 提 案 を す るた め
に Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 に 参 加 し ま
した 。 この b ス ポ ーツ は つくば 市 の 社 会 実 装 プ ロ グ
ラムに 応 募して、採 択していた だきました 。 今 回 は 、
そ の 成 果 を披 露してい る 次 第 で す。  
　 b ス ポーツ は 高 齢 者 の 認 知 機 能 訓 練 で す。 脳 科 学
を応 用した 意 思 伝 達 装 置を 開 発し 、使 用しています。
会 場 で は 実 証 デ ー タ を 取りつ つ 、 来 場 者 の 皆 さまに
b ス ポ ー ツ 体 験 をして い た だ い て い ま す。 脳 波 だ け
で ロ ボ ット を 操 作 し 、 バ スケ ットゴ ー ル に ボ ー ル を
入 れ ます。 考え た だ け で 動 か せる 、 ということで「 驚
きの 体 験 だ 」 との 評 価 をいた だ いています。  
　 b ス ポーツの 技 術 は A L S 患 者 の 意 志 を 伝 える の に
も使 用できます。 ひと文 字 ずつ 伝 えるのではなく、「あ
りが とう」 や「 こ ん に ち わ」 など、 メッ セー ジとして
選 べ る よう に す る 。 そして、 ロ ボ ット を 使 っ た 伝 達
方 法 も 開 発しています。  
　 将 来 的 に は 、 自 分 の 介 護 は 自 分 で な んで もで きる
ようにします。 介 護 スタッフを 呼 びつけなくてもいい 。
被 介 護 者 の 自 立 性 を高 めま す。 さら に は 仕 事 場 に 自
分 の 代 わ りに 行 ってくれ る 遠 隔 ロ ボ ット の 開 発 も 考
えています。

国 立 研 究 開 発 法 人  
産 業 技 術 総 合 研 究 所   
-   
産 総 研  
長谷川 良平 氏
ニューロテクノロジー研究
グループ長

な ぜ 協 力しようと思ったのです か
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　 い ろん な 意 見 を い た だ きました 。 6 0 件 程 度 、 ありま す。 中 身 は ま だ 確 認 して
い ま せ ん 。 出 展 の 目 的 は 果 たしました ね 。 地 元 の 防 災 に 役 立 て た い か ら協 力し
てくれ な い か 、 とか 。 企 業 さん は 、 メディア で 取り上 げ た い か ら 次 の 展 示 を 教 え
てほしい 、 とか 。 そん な 声 をいた だ きました 。  

アンケートは 集まっています か？

　 実 行 委 員 の ひ とり で あ る 森 脇 先 生 に「 Ts u k u b a  
M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0というモノ作りの イベ ント
に ぜ ひ 参 加 して ほ し い」 とい わ れ 、 我 々 も そ れ は い
いで す ね 、 というわ け で 出 た 次 第 で す。 森 脇 先 生と
は 、 種 子 島で 行 った 宇 宙 芸 術 祭 など で 宇 宙と芸 術 を
組 み 合 わ せ た 企 画 をご一 緒しています。  
　 J A X A が 作 ってい るの は 衛 星で す。 すると、 J A X A
はモノ作りをしてい る 組 織 ともいえます。  

　 展 示 は 衛 星 の デ ー タ に な りま す。 衛 星って 空 を 飛
んで い ま すし 、 皆 さん 、 衛 星 に つ い て は あ まり 実 感
が な い と 思 い ま す。 何 を 観 測 して、 どうい う 役 割 で
地 球 をま わ って い る の か 。 今 回 の 出 展 は 、 そ れ を わ
か り や すく可 視 化 しました 。 デ ー タ は 基 本 、 数 字 の
塊 な の で 一 般 の 方 に は 触 れ る 機 会 が な いし 、 見て も
わ か ら な い か もし れ な い 。 そ れ を、 見 て 楽 しく、 き
れ い だ な 、 と 楽 し んで い た だ ける 空 間 にし まし た 。
これはバーチャルリアリティーのひとつの 在り方 だ な、
と思い 、ソフトウェア を 作 って、V R を 展 示しました 。  
　 そして、衛 星の データの 活 用 方 法 についてアンケー
ト を 取 って い ま す。 来 場 さ れ る 方 々 の い ろ ん な 視 点
からデ ー タの 活 用 方 法 を 教 えていた だ きたい 。「 こう
いう デ ー タ を 我 々 は 取 って い ま す けど、 他 の 使 用 用
途 は あります か？」 とアン ケートを 取って、 お 伺 い を
しています。 

国 立 研 究 開 発 法 人  
宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構   
-   
J A X A  
山本 晃輔 氏
第一宇宙技術部門 
地球観測研究センター 
研究開発員

な ぜ 協 力しようと思ったのです か

今日の出 展 内容 は
どういった 意 図 があるんです か？  
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　 私 は 1 9 8 0 年 代 に 米 国 カリフォル ニア 州 の シリコン
バ レ ー で 働 い て い まし た 。 当 時 、 シ リコ ンバ レ ー が
どうい った 場 所 だ った の か 。 ス タ ン フォ ード 大 学 を
はじ めとした 研 究 機 関 、 そして、 I T 系 の 企 業 が 集 ま
る「 研 究 所 の 街 」 の 顔 を 持 って い た が 、 そ の ま わ り
は 農 地 や 林 だった 。 今 の ような 街 並 みで は ありま せ
んでした 。 し か し 、 そ の 場 所 か ら世 界 が 変 わ る よう
な 研 究 やビジ ネス が 生ま れ ました 。  
　 つ くば 市 は そ の 当 時 の シ リコ ンバ レ ー に 酷 似して
い ま す。 国 が 作 った 科 学 と 技 術 の 街 で あり、 そ の 周
辺 は 住 宅 地 と田 畑 、 森 が 広 が る 。 シリコンバ レ ーと
似 た 環 境 の ここ か ら世 界 を 変 えて いく。 一 方、 つ く
ば 市 に な い も の が あ る 。 科 学 と 技 術 の 街 であり、 研
究 は と て も 進 んで い るが 、 ビジ ネ ス が 追 い つ い て い
な い 。 ビジ ネ スとは 一 般 の 方 々、 市 民 の 皆 さま を 巻
き 込 んで 成 立 する も の 。 だ か ら 、 市 民 の 皆 さま に 科
学 技 術 を 身 近 な 環 境 で 見 て もらう 場 が 必 要 だ 。「 こ
れ 、 面 白 い で しょう？」 と 研 究 者と 市 民 が 近 い 距 離
で 出 会 う。 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 は
そ のスタートで す。  

Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  
Fa i r e  2 0 2 0   
-   
五十嵐 浩也
実 行 委 員 長

Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 2 02 0 を
つくば ではじめた 理 由は？  

非 常 に 盛 況 で す。 第 一 歩としては 成 功 だと 思ってい る 。  
　 つ ぎのステップ は 、 ビジ ネスとしての 設（ しつら） えを行 政とともに 整 えていく
こと 。 市 民 を 巻 き 込 んで、 ビジ ネスを 生 み 出す 枠 組 み を 作り出す。  
　 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 が ゴールで は ありま せん 。
  
　 たとえ ば 、 研 究 者と市 民 が 同じ空 間 にい る市 民 大 学 を 考えています。 そこに 投
資 家 で あ る ベ ン チ ャ ー キ ャピタル も 加 わ り、 ワ ー ク ショップ を 開 く。 Ts u k u b a  
M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 の「 これ 、 面 白いでしょう」 をビジ ネスに 繋 げ ていく。  

　 重 要 な こと は 市 の 問 題 、 国 の 問 題 を「 問 い」 として 研 究 者 、 市 民 、 企 業 が 挑
んで いくこと 。 そ の「 問 い」 を 次 か ら 次 へ と 矢 継 ぎ 早 に 発 信 して いくこと だと考
えて い ま す。 今 回 の Ts u k u b a  M i n i   M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 で は つ くば 万 博 の マ
ス コット キ ャ ラ クター「 コ スモ 星 丸 」 の 改 良 のアイデ ア を 会 場 で 募 って い る 。 1
日目にして、 多くの 意 見を 来 場 者 か らいた だ いています。 市 民 、 研 究 者 、 企 業 が
共 通 の 問 題 を 考える 。 星 丸 の 施 策 は「 問 い」 のひとつで す。  
　 私 たちはそうやって 世 界 を 変 えていきます。  

Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 2 02 0 を開 催していか が です か？  
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　 江 渡 さん か ら 頼 ま れ た の が きっか け だった 。 柏 に
新しい 研 究 セン ター を 構 えて いて、 産 学 民 連 携 の 場
を 作 ってい る 。 こういうの が 参 考 になるとすごく思っ
て い る 。 大 企 業 と 共 同 研 究 をして い る んで す が 、 ス
ピード 感 が ほ し い 。 すぐ に 手 が 動 くよう な 勢 い の あ
る人 が い な い んで す ね 。 産 総 研と企 業 、 東 大 だ け で
は なく、 ベ ン チ ャー も入って、 そういう場 をどうやっ
て作 っていくか 。  
「 そ う い う 場 をど う 作 る か」 と い うこと を 江 渡 さん
は 研 究 して い ま す。 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r   F a i r e  
2 0 2 0 はそ の 研 究 成 果 で す。  
　 私 は 柏 で も 違う形 で、 チ ャレン ジしていく。  

人 間 拡 張 研 究 セン ター   
-   
持丸 正明 氏
研 究 セン ター 長

な ぜ、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 
2 02 0 の実 行 委 員をしているのでしょうか。  

　 ざ わ ざ わした やん ち ゃな 感 じ の 勢 い が あ る 。 こ れ
が 一 番 ほしか った 。 最 先 端 の 技 術 を 見 せ て いくこと
は 大 事 な んだ けど、 大 企 業 や 産 総 研 は 身 体 が 重 いと
ころ が あ る 。 ひ と つ の こ と を や る の に 、 じっ くりと
時 間 を か ける 傾 向 が あ る 。 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  
F a i r e  2 0 2 0 に 集 ま った 人 た ち  は 、 すぐ に や ってし
ま う。 そ ん な や ん ち ゃ さ が あ る 。 Ts u k u b a  M i n i  
M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 で は 実 現  が で き た の で、 つ ぎ
は 柏 に 、 やんちゃさを 持 ち込 みたい 。 

実 行 委 員として Ts u k u b a M i n i  M a ke r 
Fa i r e 2 02 0 をどう見ていらっしゃいます か。 

　 私 は 農 研 機 構 という農 水 省 の 研 究 所 に います。 お
そ らく M a k e r  F a i r e の な か で は 異 色 の 肩 書 き で は
な い か と 思 って い ま す。 要 す る に 農 や 食 を 専 門 とし
て い ま す。 我 々の 場 合、 農 業 の 基 礎 的 な 研 究 をして
い ま す。 そ れ が 実 際 の モ ノ作 り、 産 業 に ど の ように
繋 が って い くの か 。 い つ も 模 索 して い る んで す。 基
礎 的 な 研 究 は い ろ い ろ や って い る ん だ けど、 どうい
う 場 面 で 使 える の か 。 そん な に すぐに 産 業 化 で きる
わ け で は ありま せん 。 た だし 、 どういうふうなイメー
ジ を 持 て ば 、 実 際 の 現 場 に 繋 が って いくの か 、 とい
うことは 常に考えている 。 実 行 委 員をしているのは 、
私 自 身 の 情 報 収 集 をするた めで す。  

　 と て も お もし ろ い 。 音 が 出 たり、 光 ったり、 動 い
た り。 本 当 に もう、 根 源 的 な ところ を 揺 さ ぶ ら れ る
よう な 気 持 ち に な って い ま す。 見 て い る と、 こ ん な
こと が で き る ん だ、 と い う 驚 き が あ りま す。 こ れ は
私 の 仕 事 … …というよりは 趣 味 で す けど（ 笑 ）。 音 楽
が 好 きな も の で す か ら 、 音 楽 関 係 の 展 示 は 見て いて
面 白いで すよね 。  

農 研 機 構  
農業環境変動研究センター
-   
三中 信宏 氏

な ぜ、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 
2 02 0 の実 行 委 員をしているのでしょうか。  

実 行 委 員として Ts u k u b a M i n i  M a ke r 
Fa i r e 2 02 0 をどう見ていらっしゃいます か。 



T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e実 行 委 員 _ コ メ ント

7 8 7 9

　 僕 の 組 織 は T X 、 つくば エ キスプ レスで す。 つくば
エ キス プ レス 沿 線 に 研 究 所 が 大 き な ところ が  8 0 以
上 、 小 さいところを 入 れ ると、 1 2 0 か ら1 5 0くらい あ
りま す。 そこ で は い ろ い ろ な 研 究 を や って い る んで
す けど、 研 究 の 種 は い っ ぱ い ありま す。 そ れ が 産 業
に つ な が って い な い ケ ース は た くさん あ る 。 そ れ を
産 業 につな げる活 動 をしましょう、 ということを やっ
ています。  

一 般 社 団 法 人  T X アントレ
プレナーパートナーズ  
-   
国土 晋吾 氏
代 表 理 事

な ぜ、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 
2 02 0 の実 行 委 員をしているのでしょうか。  

　 そうで す。 何 百 と あ る 。 も の す ご い 数 が あ る 。 世
の 中 に 向 け て、 商 品 化 さ れ な い 。 サ ー ビ ス化 さ れて
い ない 。 せっかくやった 研 究 が 社 会 に 還 元できない 。
そこを 繋 げ る お 手 伝 い をし ましょう、 とい う 一 般 社
団 法 人で す。  
　 そして、 な ぜ 参 加してい るかと言うと、 まずこうい
うふうな … … 裾 野 、 とい ったら 変 か な 。 個 人 レ ベ ル
で、 い ろ ん な ことをして い る 人 が い る 。 コ ア で 面 白
い こと をして い る 。 そ うい う 個 人 レ ベ ルで も 、 な に
か の 形 にして、 見 える よう にして、 な に か 世 の 中 に
ア プ ロ ー チ をし ようと皆 さん は して い る わ け で す。
そうした社 会に打って出ようという姿 勢 は、我々がやっ
て い ることと同 じ な んで す。 そういうことも あって、
Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 の 実 行 委 員 を
やりましょう、 と参 加しました 。  

研 究 所 のな か には 、
いくつも研 究 があるんですよね 。

　 面 白い も の が 結 構 あった 。 とくに 紙 を 使 った も の ね 。 ロ ボットで、 紙 を 使 った
も の が ありました 。 個 人のアイデ ア が 面 白い 。 素 材 も含めて。 企 業 に は な い よう
な 、 発 想 の「 起 点 」 が 良い んで すよ 。  
　 た と え ば 、 ニ キ シ ー 管 を 使 った 展 示 が ありま すよ ね 。 昔 の 表 示 管 で す。 こ れ
を 個 人で 復 活 させようとしてい る 。 今 は い ろん な 表 示 方 法 が あ るか らニキシ ー 管
はいらないんだけど、かえって 復 活させることで、独 特 の 魅 力を出そうとしている 。
そん な 昔 の 技 術 を 復 活 させようとした  り… … 、 4 0 0 4 というイン テル のマイクロ
プ ロ セッ サ を 動 か そうとしていた ね 。 ほ んと、 面 白いで す ね（ 笑 ）。  

実 行 委 員として Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 2 02 0 を
どう見ていらっしゃいます か。  
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　 江 渡 さん 、くとのさんと 知り合 いだった からです。
今、 筑 波 大 学 で ア ントレ 教 育 の お 手 伝 い をして い ま
す。 その 活 動と M a k e r  F a i r e は 文 脈 が 似 ているし 、
本 業 で も ベ ン チ ャ ー 支 援 をして いま す の で、 M a k e r  
F a i r e も 実 行 委 員 として お 手 伝 い をして い る 、 と い
う次 第 で す。 た だ、 実 行 委 員 は 銀 行 で は なく、 個 人
として 参 加しています。  

筑 波 大 学
-   
中川 麿 氏
国 際 産 学 連 携 本 部
事 業 化 支 援アドバイザー   

な ぜ、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 
2 02 0 の実 行 委 員をしているのでしょうか。  

　 想 像 以 上 に 変 態 さんが 集まってスゴイな（ 笑 ）。 銀
行 のステ ー ジ で 支 援 を す るところで は な い と 思うん
で す けど、 この 雑 多 な マ スの 中 か ら 、 面 白 い も の が
どんどん 出てくるんだろうな、と期 待 感 は 持 ちました 。  

実 行 委 員として Ts u k u b a M i n i  M a ke r 
Fa i r e 2 02 0 をどう見ていらっしゃいます か。 

　 私 は 古 生 物 学 の 研 究 をして い ま す。 もともとは 地
球 科 学 の 研 究 もして い て、 モ ノ作 りと化 石 を 組 み 合
わ せ た 開 発 を や って い ま す。 たとえ ば 、 化 石 自 体 の
形 を 詳 しくスキ ャンして 3 D プ リン タ で 出 力 する 。 ま
た は 、 化 石 が 出てくる 現 場 地 形 を 3 D プリン タ で 出 力
をして、でっかい 模 型を 作って、 プロジェクションマッ
ピ ン グ で 映 し 出し 、 地 形 と か 、 ど こに 地 層 が 走 って
い る の か を 見 る 。 そ う い うこと を や って い た ら 、 ベ
ン チ ャ ー を 起 て な さい とい わ れ 、 今、 ベ ン チ ャ ー 企
業 の 代 表という 身 分 で 産 総 研 の 中 に います。 産 総 研
の 仕 事 を 請 けるし 、 自 治 体 や 海 外 の 仕 事 を 受 注して
い ま す。 最 近 で は テ レ ビ 番 組「 ブ ラ タ モ リ」 の な か
に もうち の 製 品 を 使 って も らえ た 。 そ うい った 可 視
化 をしています。 な かな か 、わ かりづらい 話 なので、
むりやり可 視 化しちゃおうとしています。 あ る化 石 が
出 て き た ら 、 どうい う 地 質 で どうい う 地 形 を 作 って
い るの か 、 というの を可 視 化します。

地 球 科 学 可 視 化 技 術 研 究 所 
株 式 会 社   
-   
芝原 暁彦 氏
所 長

どのような研 究をしていらっしゃるのです か？
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　 そ う、 そ うで す。 他 に も な に か 資 源 が 埋 まって い る の で は な い か 。 災 害 が 起
き や す い の で は な い か 、 と か 。 防 災 の 説 明 に も 使 って い ま す。 V R で 見 せる より
も 、 模 型 で見せ たほうが 納 得してもらい や す いんですよね 。 他 分 野 の 研 究 者 や、
研 究 者 以 外 の 方 が 見ても 、 誰 が 見てもフラットに 理 解 できることが 大 事 だと 思っ
て い て、 そ うい う意 味 で も 模 型 は 優 れ た デバ イス で す。 そ の た め に は 正 確 な 模
型を 作 ることが 重 要 。 立 体 造 形 機 の 運 用 方 法 も 開 発して、プ ロジェクションマッ
ピ ン グ 自 体 で も 特 許 を 取っています。 そ のうえで モノ作りをして 可 視 化していく。  

何 億 年か の 癖 が出てくるんですね 。

　 江 渡 さん に 誘 わ れ た か らで す。 江 渡 さん が やって いらっしゃった ニコ ニコ 学 会
β にスタッフとして参 加していまして、そこで、すごく自 由なモノ作りを見せられた 。
その 頃 、悩 んでいたんです。 自 分 のやっていることが 認 められ なくて… … 。 だけど、
ニコニコ学 会 β の 空 気 に当てられて、自 由にやっちゃっていいんだな、とベンチャー
を立 ち上 げ た 。  
　 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 は 実 行 委 員 会 兼 、審 査 員 兼 、スピーカー
兼とい ろい ろ 関 わ って います。 また 、 この イベ ントに 限 らず、 江 渡 さん が 仕 掛 け
るイベ ントに よく関 わらせ ていた だ いています。  

「 つくば」らしくなった 。 作り上 げるということ。 理 論 だけ ではなく、稼 働させて、
社 会 実 装 ま で もって いく、 という 視 点 は 皆 、 共 有して い る 。 とに か くモ ノ作りを
して 終 わりで は なく「 社 会 に 出していく」 という気 概 をすごく感じました 。

「 技 術 的 には すご い」「 で も 、ちょっと変 」「 いい意 味 で、みん な が 尖ってい る」。
要 するに 、 技 術 力 が 高 い の は もち ろんであって、 ひと目 を 惹く努 力 もして い る 。
見た目がちょっと怪しい、面 白い、おちゃめ。 見た目の 影 響もちゃんと考 慮して作っ
て い る 。 尖 って や ろう、 と い う 気 概 が「 つ く ば 」 ら し い 。 こ の Ts u k u b a  M i n i  
M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 で は 、 それ が 凝 縮しています。

な ぜ、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 2 02 0 の
実 行 委 員をしているのでしょうか。  

実 行 委 員として Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 2 02 0 を
どう見ていらっしゃいます か。

「つくば」らしさを詳しく教 えて下さい 。  
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多 摩 美 術 大 学   
-   
森脇 裕之 氏
教 授 　 私 は 筑 波 大 学 出 身 で す。 大 学 院 ま で、 6 、 7 年 、

つ くば に 住 んで い まし た 。 つ くば 市 の 発 展 の た め な
ら 、 という思 い が ありま す。 私 が 学 生 の 頃 、 筑 波 研
究 学 園 都 市 が 準 備 をして い て、 大 学 3 年 生 の とき に
は つ くば 万 博 が あ った 。 そして、 以 後、 筑 波 研 究 学
園 都 市 が 完 成します。 そ の 両 方 を 見てい る 。  
　 大 学 1 年 生 の 頃 、 カ ピ オ の 周 辺 は 大 平 原 で し た 。
建 物 は ひ とつ も な か った 。 セン ター ビ ル だ け が ぽ つ
ん と あ っ た 。 そ れ か ら 3 年 が 経 って、 万 博 の た め の
準 備 をして、 都 市 と 名 乗 れ る ように なった 。 交 通 イ
ンフラ も 整 備 さ れて、 学 園 都 市 が つくば 万 博 と 同 時
に 、 技 術 立 国 日 本 の 象 徴 としての つ くば という 位 置
づ け で、 成 り 立って い た 。 そ れ を 肌 で 感 じ て い まし
た 。 そ の な かで 僕 は 芸 術 に 進 んだ 。 科 学 技 術と芸 術
を 結 びつけて表 現 を行う、というジャンルがあります。
い わ ゆ る 今 で い うと メデ ィア アート が 、 ま だ 片 鱗 も
な に も な い 状 態 の とき に 、 そ れ を や って い た 。 つ く
ば で 学 んで、 メディア アートという世 界 を 創り上 げ た 。  
　 メデ ィア ア ートと い う の は 、 テ クノ ロ ジ ー を 使 っ
て モ ノづ くりして い き、「 表 現 」 をして い く。 ま さ に
M a k e な んで す ね 。 そ れ をア ート ジ ャン ル の な か に
確 立 する 、 という活 動 を自 分 自 身 で 行 い 、 多 摩 美 術
大 学 情 報 デ ザイン 学 科 を 立 ち上 げ た 。 そういう 経 緯
が あ って、 M a k e と 私 の 仕 事 は 無 関 係 で は な い 。 つ
くば は（ メディア アート の） 発 祥 の 地 であって、 僕 が
盛 り上 げ る 理 由としては 密 接 な 関 係 が あ る 。 M a k e r  
F a i r e は 最 初 の M a k e が は じ ま っ た とき も 、 デ ジ タ
ル パ ブ リッ シン グ が 出 て き た り、 そ う い うア ート に
応 用 するとか 、 関 心 が ありました 。 そ も そ も M a k e r  
F a i r e 自 体 を 私 達 が お 助 け して い る んで す。 た と え

な ぜ、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 
2 02 0 の実 行 委 員をしているのでしょうか。  

ば 、 第 2 回 の 会 場 は 多 摩 美 術 大 学 な んで すよ 。 M a k e r  F a i r e が 普 及して いくの
をお 手 伝 いしてきた 。 オライリーさんとは 深 い 付 き 合 いで す。  

　 東 京のビッグ サイトで やって い る の は 盛 況 で、 何 万 人と 人 が 集 まって い る 。 ひ
じょうに 巨 大 化 して い る 。 つ くば の 規 模 感 は 小 さ い 。 で も 、 この 会 場 を 見 た 感
じとして は 人もたくさん 来 て い るし 、 盛 況 に 見 える 。 第 1 回 を 恐 る 恐 る は じ め た
にしては 、 か なり成 果 が上 がってい るので は な い か な 、 と 思うんで す ね 。  
　 もうひとつ 感じる の は 、 つくば の 特 徴 だと 思うんで す けど、 研 究 開 発と個 人の
モノ作りが ブースの 中 に 混 在 一 体 としてい る 。 研 究 機 関 、学 生 の 出 展 は 多 いし 、
アー ティスト もい る 。 表 現 性 豊 か な も の が 集 まって い る 。 そういう 要 素 が つくば
市 の な か に 含ま れてい ることが 、 今ここで はっきり見 え た 。  
　 つくば 市 民 に は 研 究 者 が 多 か ったり、 大 学 関 係 者 が 多 い 。 日 頃 、 M a k e 的 な
も の に 馴 染 んで います。 しかし 、 そ のことが 現 れ るイベ ントが つくば 市 の 中 に は
な か った 。 今 回 、 それ が つくば 市 の 持 ってい るこの 場 所 で見 えるように なった 。
集まることで、 すごくよく見 える 。  
（ M a k e 的 な も の は ） 国 立の 研 究 所 や 大 学 で 単 発 で 発 表 することは よくあります
し 、 お そらく研 究 開 発とモ ノ作りを 独 自 に 行 って い る 個 人 は たくさん い るん だろ
う、 とは 想 像して い た 。 そ れ が 、 集 まることの 力 、 ひ とつ に 向 か ってまとまるこ
と の 力 が 、 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 で 見 え た 。 つ くば 市 と M a k e r  
F a i r e は ものすごく相 性 が いい 。 そう感じました 。  東 京 で 規 模 を 大 きくす れ ば 、
たくさん 集まります。 集まって当 然 で す。 一方 で Ts u k u b a  M i n i   M a k e r  F a i r e  
2 0 2 0 で は 小 さくまとまることで、皆 が 同じ方 向 を見ている 。 一 体 感 が 出るような、 
そういう方 向 にこ れ か ら 向 か って いくの で は な い か 、 という 予 感 がします。 つく
ば 市 が キ ャッ チフレ ーズ を 作 って、 言 葉 で 呼 び か け て もこうした ムーブメントに
は ならな い 。 目に 見 える形 で 現 れることで、 皆 、 納 得 する 。 イベ ントの 力 です ね 。  

実 行 委 員として Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 2 02 0 を
どう見ていらっしゃいます か。
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筑 波 大 学  
-   
土井 裕人 氏
人 文 社 会 系 助 教   
-
T M M F  運 営 委 員 長

　 未 来 の 世 代 を 育 てるた め … … 。 そう聞 か れ ると、
す ごく良 い ことし か いえ なくな りま す ね  （ 笑 ）。 私 が
実 行 委 員 をして い る の は 、 ニ コ ニ コ 学 会 β か ら の 流
れ というの が 、 ひとつ の 理 由 です。  
　 もうひとつ は 、 私 は M a k e r  F a i r e に 出 展 する側 で
した 。 2 0 1 1 年 か ら 出 展 する 側 で す。 こういうイベ ン
トを主 催して、 次 につな げ ていくことも大 事 だと 思っ
て 参 加 して い ま す。 自 分 が 発 表 さ せ て も らう 側 とい
うよりは 、 発 表 する 側 を 作 ることに 、 や り甲 斐 が あ
る 。 そ れ は 既 存 の も のと 同 じも の を 作 る の で は なく

「 この 地 域 の良 いところ を 活 かして、 求 めら れ るも の
を 作 る」 ことに 意 味 が あります。  
　 今 まで M a k e r  F a i r e に たくさん 出 展 させ てもらっ
た の で、 実 行 委 員 をして い る の は 恩 返し の 意 味 も あ
ります。

な ぜ、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 
2 02 0 の実 行 委 員をしているのでしょうか。  

　 正 直 に 言 うと、 運 営 側 が 厳 しす ぎ て、 ほ と ん ど 思
い 出 が 残 って い ま せ ん 。 そ の 前 提 で 言 い ま す。 来 場
者 の 皆 さん に す ごく喜 んで い た だ い て い るし 、 出 展
者と来 場 者 の 間 、交 流 が けっこううまくできている 。

（ つ くば は ） 科 学 と 技 術 に 親 和 性 の 高 い 、 素 養 の あ
る 土 地 柄 で す。 地 域 の人 たちが 出 展 者と 話 が 盛 り上
がってい る 。「 親 近 感 が あって、すごくワクワクする」 
と皆 さん 仰 ってい る 。 すごくいい な 、 と 思います。 
　 出 展 者 は つくば 以 外 か ら 来 て い る人 が 多 い 。 来 場
者 は つくば 市 近 隣 の 方 が 多 い 。 外 の 力と中 の 力 が ス

実 行 委 員として Ts u k u b a M i n i  M a ke r 
Fa i r e 2 02 0 をどう見ていらっしゃいます か。 

ムーズ に 噛 み 合ってい る 。 それ が 満 足 を 生 んで い る 。 そういう感じがします。  
　 重 要 だ な 、 と 思うことが あります。 会 場 の 年 齢 層 が 低 いところが あ る 。 良い意
味 で 若 い 。 今、 受 付 前 の 会 場 で 高 校 生 に よるプ レ ゼ ン テ ー ション が 開 か れ よう
としています。 彼らは 人 が 乗 れ るミニ S L を 作 ってい る 子たちで す。  
　 M a k e r  F a i r e のようなイベ ントは ファン が 時とともに 年 齢 を重 ねていきます。
平 均 年 齢 が 高まっていく。 常 連 さんが イベ ントといっしょに 年 齢 が上 がっていく。
今、 高 校 生 たちが い るこの 場 が 一 気 に 平 均 年 齢 が 下 が って い る 。 そ れ は すご い
ことな ので は な い か 。  

　 そう！ 　 若 返りが 難しい！ 　 M a k e r  F a i r e で は 、 それ がうまくいってい るの だ
としたらすご い ことな の で は な い か 、 と 思って います。「 イベ ントとファン が いっ
しょに 年 を 取 って いくの は ま ず い」「 新 陳 代 謝 が 必 要 だ よ ね 」「 こ れ は 何 と か し
な け れ ば 」、 と M a k e r  F a i r e 関 係 で は 考 えて いました 。 そ れ が Ts u k u b a  M i n i  
M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 でうまくいっているのだとしたら、良いことが 起  きたのかな、
と 思っています。  

たとえば 、コミケも年 齢 層が 高くなり、若 返りが 難しくなっています。
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国 立 科 学 博 物 館 動 物
研 究 部  
-   
郡司 芽久 氏 
日 本 学 術 振 興 会
特 別 研 究 員 P D   

気象庁気象研究 所研究官 
-   
荒木 健太郎 氏 

　 出 展 もさ れて い る 筑 波 大 学 の 先 生と共 同 研 究 をし
ている、というのが 理 由のひとつです。 もうひとつは 、
以 前 、 G 2 0 に 合 わ せ た つ くば サ イエ ンス ハッ カソン
に 参 加 して、 そこ で は じ め て モ ノ作 りに 触 れ る 機 会
が ありました 。 今 回 、 それをもっと 大 きくした ような
イベ ント が あ る と い うこと で、 江 渡 さん か ら お 声 が
けいただきました 。 そのときに、つくばサイエンスハッ
カソン が 楽 し か った の で、 ぜ ひ ご 協 力 をし た い と お
引き 受 けした 次 第 で す。  

　 実 行 委 員 に なった 理 由 は 、 江 渡 さんか らお 誘 い が
あ った の が 大 き い で す。 江 渡 さん が や って い た ニ コ
ニコ 学 会 β のほうに 、私も 参 加していました 。 今 回 、
つ くば で 開 催 するということ で、 運 営 に 携 わ れ れ ば
と 思い 、 実 行 委 員を 引き 受 けました 。  

な ぜ、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 
2 02 0 の実 行 委 員をしているのでしょうか。  

な ぜ、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 
2 02 0 の実 行 委 員をしているのでしょうか。  

　 すごく面 白かったです（ 笑 ）。 私 は 生 物 学 者 なので、
自 分 か ら M a k e r  F a i r e に 行くことは 滅 多 に ありま せ
ん 。 は じ め て 参 加 して、 熱 気 も 感 じ まし たし 、 い ろ
ん な アイデ ア で、 い ろ ん な モ ノ作 り をして い る 方 が
いらっしゃって、 自 分としても 刺 激 に なりました 。  

　 けっこう、 い ろ ん な 方 が い て 楽 し み な が ら や って
い る 、 というの が すごくいいで す ね 。 お 祭りで す ね 。
出 展 者 、 来 場 者 が 双 方 向 にやり取りが で きる の が 、
い い ところ か な 、 と 思 い まし た 。 初 め て 参 加 して、
面 白いイベントなんだ な、ということがわかりました 。
次 回 も 実 行 委 員 に 誘 わ れ たら 、 もちろんやります。

実 行 委 員として Ts u k u b a M i n i  M a ke r 
Fa i r e 2 02 0 をどう見ていらっしゃいます か。 

実 行 委 員として Ts u k u b a M i n i  M a ke r 
Fa i r e 2 02 0 をどう見ていらっしゃいます か。 
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明 和 電 機    
-   
土佐 信道 氏 
代 表 取 締 役 社 長 　 僕 は 筑 波 大 学 出 身 で す。 つ くば 市 に 1 0 年 、 住 ん

で いました 。 明 和 電 機 発 祥 の 地 で す。 そ れで 実 行 委
員 会 を 引き 受 けました 。 

な ぜ、Ts u k u b a M i n i  M a ke r Fa i r e 
2 02 0 の実 行 委 員をしているのでしょうか。  

　 つくば に あまり人 が 集まってい るイメー ジ が な い 。
技 術 系と研 究 者、クリエイター の人 がつくば に 集まっ
てい るの が 面 白いと 思います。 M a k e r  F a i r e は 、 国
内 が 2 回 、 中 国 で も 2 回 出 ています。 Ts u k u b a  M i n i  
M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 に は 、「 物 を 作 る の が 楽 し い」
という 基 本 的 な こと か ら もう 一 歩 突 っ 込 ん だ、 深 い
仕 組 み なり、 原 理 なりを 突 っ 込 んで い る方 が い る 。
単 にモノ作りが 楽しい だ け で は なく、「 研 究 」 という
裏 打 ちが そこに は あ る 。 研 究 をさ れて い る方 が こう
い う 舞 台 に 出 る こと は あ まりあ りま せ ん 。 ここ は 、
一 般 の 方 が 研 究 者と出 会 える 場 所 に なって い ま す。
他 の  M a k e r  F a i r e とは 違う印 象 で す。  

実 行 委 員として Ts u k u b a M i n i  M a ke r 
Fa i r e 2 02 0 をどう見ていらっしゃいます か。 
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【実行 委員長】

五十嵐　浩 也（筑 波 大学芸 術系 教 授、筑 波 大学大学執行役 員）

 

【プログラム委員長】

江 渡　浩 ⼀郎（産 業 技術 総合研究 所主任 研究 員）

 

【運営委員長】

土井　裕人（筑 波 大学人 文社 会系助教）

 

【委員（50⾳順 ）】

荒 木　健 太 郎（気象 庁 気象研究 所研究官）

石塚　万⾥（株 式会社つくば 研究 支 援センター ベンチャー支 援 部長）

岩⽥　洋夫（筑 波 大学システム情 報 系 教 授）

岩 淵　志学（岩 淵技術商事 株 式会社 代 表取 締 役）

落合　陽 ⼀（筑 波 大学デジタルネイチャー推 進戦 略 研究 基 盤代 表、図書 館情 報メディア系准教 授 他）

梶⽥　秀司（産 業 技術 総合研究 所 知能システム研究部⾨上 級 主任 研究 員）

木村　行雄（産 業 技術 総合研究 所 TIA 推 進センター連携 推 進ユニット 総 括主幹）

郡司　芽久（国⽴科学博 物 館 動 物研究部／日本学術振 興会 特別研究 員 PD）

毛 塚　幹人（つくば 市副市長）

國土　晋吾（T X アントレプレナーパートナーズ（TEP）代 表 理事）

芝原　暁 彦（地 球 科学可視化技術研究 所株 式会社 CEO ／代 表研究 員）

山海　嘉之（筑 波 大学システム情 報 系 教 授、サイバニクス研究センター研究 統 括、C YBERDYNE 社 CEO）

⾼野　義 彦（物質・材料 研究 機構 国際ナノアーキテクトニクス研究拠 点主任 研究者）

鎮西　清行（産 業 技術 総合研究 所 健 康⼯学研究部⾨ 副研究部⾨長）

鶴岡　マリア（S YMA X（サイマックス）株 式会社 代 表）

土佐　信道（明和電機）

中川　磨（筑 波 大学国際 産学連携 本部事業化 支 援アドバイザー）

仁衡　琢 磨（⼀ 般 社団法 人茨城研究開発型企業 交流協会 会長、ペンギンシステム株 式会社 代 表取 締 役社長）

橋本　俊 幸（筑 波 大学 国際 産学連携 本部長）

堀下　恭 平（株 式会社しびっくぱわー代 表取 締 役社長、合同会社 for here 共同代 表、

筑 波フューチャーファンディング 理事、グリーンバードつくばリーダー）

三中　信宏（農 業・⾷品産 業 技術 総合研究 機構 ⽣ 態 系計 測研究 領域 上 席研究 員）

持丸　正明（産 業 技術 総合研究 所 人間拡張 研究センター長）

森 脇　裕之（多摩美 術大学美 術学部情 報デザイン学 科 教 授）

【運営スタッフ ⼀覧】

内山俊 朗、川俣 純、勝 部⾥ 菜、武⽥隆 史、ウツギタカヒロ、成合智⼦、江本珠 理、大竹美 緒、跡部悠 未、⾼⽥佳 奈、

江⼝よしこ、八嶋 有司、屋代 知行、梅澤陽明、松井龍也 、石本太 郎、新 道真代 、加藤ちえみ、森本行人、野 元秀聡、

住吉美 奈 ⼦、すぎさきだいき、羽賀健悟、鈴 木健介、⼩ 林 建⼀郎、今村 謙 之、沖⽥ 裕 紀 、加川佑 哉、岡村尚美、

柿崎 俊 道、杉山 将利、金野 理和、大井千聖、寺 澤理歩、齋⽥友 梨、奥 野 瑞希、亀井誠 、塚 本 真 矢、北 泉 信洋 、

北條 海 織、井上 慎也 、河本三礼 、岩崎 由海 、早瀬昌輝、関森 広 大、長嶺 慧、河野章哉、⼩池由佳、石塚万⾥、

木下晴貴、山⼝果 那、土 居未 奈、河野良治、池⽥玲奈、打越 結衣、三上真 央、他18 名

T M M F 実 行 委 員 会 名 簿 「 防 災 テックチャレン ジ」 p r e s e n t e d  b y  M i s t l e t o e  審 査 結 果

T M M F 実 行 委 員 会 は 、防 災 課 題 の 解 決 を目 的とした 公 募 プ ロ グラム「 防 災 テッ
クチ ャレン ジ」 を初 開 催した 。（ 公 募 期 間：2 0 2 0 年 2 月17 日 ～7月1 5 日 ） 審 査 会
は 2 0 2 0 年 1 1 月17日に行 われ、機 知に富んだ6つの 提 案に対して、受 賞 が決 定した 。

本 公 募 プ ロ グ ラム は 、 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0 の「 メイカ ー の 力
を 防 災 に 活 か そう！『 防 災 テックチャレン ジ』」 セッション に て 発 表され た も ので
あり、 メイカ ー のアイデ ア や 技 術 を 防 災 に 応 用 することを目 的としてい る 。

公 募 プ ロ グラムで は 、 実 際 に 稼 働 するプ ロトタイプ を 制 作 する「 プ ロトタイプ
部 門 」 と、 解 決 手 法 のアイデ ア を 考 えて 紙 にまとめ る「 アイデ ア 部 門 」 の 2 つ の
部 門 につ いて、 課 題 の 解 決 手 法 を募 集した 。

課 題 は 、「 災 害 発 生 時 等 の 市 民 とのコミュ ニケ ー ション 手 段 の 開 発 」 や「 スマ
ホ 雨 セ ン サ ー の 開 発 」、「 雨 傘 へ の 雨 量 観 測 付 き  I oT  セ ン タ ー 開 発 」 な どの 全
1 2 項 目 。 いず れも 、 市 民 の 生 活 に 密 接 な テ ーマ であ る 。 応 募 者 は 、 課 題 の 中 か
ら1つ を 選 び、 解 決 方 法 を 提 案 する 。

公 募 プ ロ グ ラム へ は ユ ニー ク な 提 案 が 多 く寄 せ ら れ た 。 林 春 男 氏（ 防 災 科 学
技 術 研 究 所 理 事 長 ）、 五十 嵐 立 青 氏（ つくば 市 長 ） を はじ めとする 5 名 の 審 査 員
に よる厳 選 なる 審 査 の 結 果 、 以 下 の 提 案 に 対して 受 賞 が 決 まった 。

【プロトタイプ 部⾨】
金賞 ：『 街の災害情 報アプリ Nard』
銀 賞 ：『どこでも、だれでも、簡単に！避 難 体験アプリ』
銅賞 ：『防災無 線スピーカー「MB - 01」』

【アイデア部⾨】
アイデア賞 ：『防災 GO! アプリ』
アイデア賞 ：『災害発 ⽣時における外国人市民とのコミュニケーション⼿段の開発』
U18賞 ：『防災マゴボイス・システム 』

また、これを記 念し、2020年12 月12日に授賞式を開催した。

協力：国⽴研究開発法 人 防災科学技術研究 所、つくば 市
協賛：Mistletoe Japan 合同会社

■ 審 査 結 果
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主催＝TMMF実行委員会
  　共催＝株式会社オライリー・ジャパン、つくば市
  　協力＝筑波大学、宇宙航空研究開発機構（JAXA）、産業技術総合研究所、up Tsukuba
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全世界200ヶ所以上で開催されるMaker Faireを、初めてつくばで開催します。Maker Faireは、あらゆる

年齢の技術愛好家、エンジニア、作家、アーティスト、学生等が自分たちの技術を出展します。家族で行っても楽しめる、

発明と想像がいっぱいで機知に富む人々が集う「ものづくりの祭典」です。「つくる場＝つくば」をキャッチフレーズに、

つくばが一丸となった、「つくる」文化の確立や新たな学術・研究の創出、スタートアップ推進を目標としています。

つくばカピオ・アリーナでは、総勢約120組のメイカーが、STEAM教育、未来のモビリティなど、つくばらしいテーマによる展示を行います。ものづくり体

験コーナーでは、子供から大人までものづくりを体験できます。シンポジウムでは、つくば市長の五十嵐立青氏、民間初の宇宙ロケットを打上げた稲川貴大氏、

映画『天気の子』に本人役で登場した荒木健太郎氏などの有識者が、つくばにおけるものづくりの意味を考えます。TMMF プログラム委員長 江渡浩一郎

※図版提供：つくば市教育局

【展 示】総勢約120組のメイカーが STEAM教育、未来のモビリティ
など、つくばらしいテーマによる展示を行います。

世界中で愛される

つくばではじめて開催
「ものづくりの祭典」を

【ワークショップ &ハンズオン】電子工作から編み物まで、ものづくり
体験を楽しめます。

【シンポジウム】

【ご来場の方へ】【お問い合わせ】【アクセス】

「からくり伊 賀 七 」和 時 計  実 演 予 定
つくばが 誇る発 明 家 、飯 塚 伊 賀 七 ( からくり伊 賀 七 ) が、約
2 0 0 年 前 に 作った からくり和 時 計（ 複 製 ）を、今 回 は 特 別
に実 演 予 定です。

「コスモ星 丸 」ダンスショー
ロボットのコスモ星 丸を、L I G H Tz 社の力を借りて復 活さ
せます。1 9 8 5 年から今にいたるロボット開 発 技 術の歴 史
を紐 解きます。

「 食 卓を七 色に彩る計 算 機 製 造 」蛭 子  綾 花 “ H a n d m a d e  N i x i e -t u b e”  @ y u n a _ d i g i c k

アフガン編 みのコ ースターをつくるぞう 天 体 望 遠 鏡で視 力 検 査 ゲームとゲルマラジオで会 場 探 検

DAY1_ 2.15 sat
1.ロボットの街つくばを振り返る
乙部信吾:株式会社LIGHTz、五十嵐浩也:筑波大学 

民間、または個人の力による宇宙開発の可能性について、
今後の展望について議論します。
稲川貴大:インターステラ社社長、野田篤司: 野生の宇宙機
エンジニア 

2.宇宙ロケット、つくってみた

つくばには、意外とつくる場が足りない。つくばにものづくり
スペースを作るには？を議論します。
川 俣 純 :つくば市立大穂中学校教諭、すすたわり: 株式会社
SUSUBOX代表取締役、梅澤陽明 : 一 般 社 団法人デジタル
ファブリケーション協会代表理事 、飯野塁: 株式会社ベルリ
ング代表取締役CEO

3.『つくる場＝つくば』をつくる

会場:つくばカピオ 〒305-0032 茨城県つくば市竹園
1丁目10-1【電車の場合】つくばエクスプレス 「つくば
駅」下車 A3出口より徒歩約10分【車の場合】常磐自動
車道「桜土浦IC」より、つくば方面 へ 約15分、大清水公
園そば。自家用車でお越しの際は、会場周辺の有料駐
車場をご利用ください。

TMMF実行委員会　
茨城県つくば市吾妻1-10-1-105 up Tsukuba内
TEL：03-3599-8978　
E-mail：e vent@tmmf. jp

● 会 場 に は 電 磁 波 を 発 生 す る 展 示 物 が あ りま す。ペ ー ス メ ー カ ー
な ど の 医 療 機 器 を 身 に 付 け て い る 方 は ご 注 意くだ さ い 。● 本 イ ベ
ント の 模 様 は 、主 催 者 、出 展 者 、来 場 者 が 静 止 画 や 動 画 で 撮 影 し 、
ニ ュ ー ス サ イト や ブ ロ グ で 公 開 さ れ る こ と が あ り ま す。あ ら か じ め
ご 了 承 の 上 、ご 入 場 くだ さ い 。● 主 催 者 は 事 故 防 止 に 最 善 の 注 意
を 払 い ま す が 、事 故 、盗 難 、怪 我 な ど の 損 害 が 生 じ た 場 合 の 責 任
を 負 い か ね ま す。ま た 、ス タッフ の 指 示 に 従 って 頂 け な い 場 合 は 、
退 場 を お 願 い す るこ と も ご ざ い ま す の で ご 了 承くだ さ い 。

DAY2_2.16 sun
1.防災テックチャレンジ
多発する災害から身を守るため、メイカーの力を防災・減
災に活かす取り組みを提案します。名付けて「防災テック
チャレンジ」。過去の教訓を踏まえこれからの防災の展望
について語り合います。
林春男: 防災科研 理 事長、五十 嵐 立青: つくば市長

つくばを、産業化が活発な街にするにはどうしたらいいで
しょうか。
石 井 芳 明 : 内 閣 府 イノベ ー ション 創 出 環 境 担 当 企 画 官 、
東博暢 : 株式会社日本総合研 究 所 プリンパシル、平山雄太:
一般社団法人世界経済フォーラム第四次産業革命日本セ
ンターProject  Special ist

2.『イノベーションシティつくば』のつくりかた

かたちとは何でしょうか。科学において、かたちを対象とする
ことは、どのような意味を持つのでしょうか。
芝原暁彦: 古生物学者/恐竜学研究所 客員教授/地球技研、
荒木健太郎: 雲研究者/気象庁気象研究所、郡司芽久: 解剖
学者・形態学者/ 国立科学博物館

3.つくればわかる、かたちの科学

T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eイベ ント 告 知 チ ラ シ

9 4 9 5
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全世界200ヶ所以上で開催されるMaker Faireを、初めてつくばで開催します。Maker Faireは、あらゆる

年齢の技術愛好家、エンジニア、作家、アーティスト、学生等が自分たちの技術を出展します。家族で行っても楽しめる、

発明と想像がいっぱいで機知に富む人々が集う「ものづくりの祭典」です。「つくる場＝つくば」をキャッチフレーズに、

つくばが一丸となった、「つくる」文化の確立や新たな学術・研究の創出、スタートアップ推進を目標としています。

つくばカピオ・アリーナでは、総勢約150組のメイカーが、STEAM教育、未来のモビリティなど、つくばらしいテーマによる展示を行います。ものづくり体

験コーナーでは、子供から大人までものづくりを体験できます。シンポジウムでは、つくば市長の五十嵐立青氏、民間初の宇宙ロケットを打上げた稲川貴大氏、

映画『天気の子』に本人役で登場した荒木健太郎氏などの有識者が、つくばにおけるものづくりの意味を考えます。TMMF プログラム委員長 江渡浩一郎

T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e当 日 配 布 パ ン フレ ット

9 6 9 7



〈1Fエントランス〉

A-01-01
A-01-02
A-01-03

TMMF物販
書籍販売
Make: Japan

〈1Fホールホワイエ〉

S-00-00 Doog

〈2Fロビー〉

2F-01
S-02-01

中学生ロ ボコン茨城
ヘボコン

〈リハーサル室〉

リハーサル室1
リハーサル室2

TechnoAlta & RealizePlus
CQ出版社 トラ技ジュニアワークショップ

〈4F〉

小会議室3 TechnoAlta & RealizePlus

〈屋外〉

屋外展示
２Fテラス

MOBIUM
高エネルギー技術研究室

〈3F〉

小会議室1

中会議室

小会議室2

CQ出版社 トラ技ジュニア
CQ出版社
茨城高専 国際創造工学科 機械・制御系 岡本 修
九州工業大学 工学部 中山 大輔
東京大学 大学院情報理工系学系研究科 加藤 邦拓
RFワールド
Interface
CQ ham radio
高須正和・ニコ技深圳コミュニティ
テクノアルタエンジン
FRISKおじさん
minicube.net
ThousanDIY
Imagineers'  Guild
いちかわ屋
neon
0Techworks
PERIDOT CRAFT
COSAEL
VagabondWorks
マツモト精密工業
@carcon999
Cr yptoboy
Self-Made Keyboards in Japan
ぺらねこふぁくとりー
Ca3N2
kymok
かーくん
ikeji
サリチル酸
Biacco42
ゆーち
あぷろ

〈１Fアリーナ〉

S-01-01
S-01-02
S-01-03
S-01-04
S-01-05
S-01-06
S-01-07
S-01-08
M-01-01
M-01-02
M-01-03
M-01-04

M-01-05
M-01-06
M-01-07
M-01-08
M-01-09
M-01-10
M-01-11
M-02-01

M-02-02
M-02-03
M-02-04
M-02-05
M-02-06
M-02-07
M-02-08
M-02-09
M-02-10
M-03-01
M-03-02
M-03-03
M-03-04
M-03-05
M-03-06
M-03-07
M-03-08
M-03-09
M-03-10
M-03-11
M-03-12
M-03-13
M-04-01
M-04-02
M-04-03
M-04-04
M-04-05
M-04-06
M-04-07

LIGHTz
株式会社マクニカ
ローデ・シュワルツ
JAXA地球観測研究センター
DMM.make AKIBA
アクセンチュア
(一社)茨城研究開発型企業交流協会(IRDA)
白光株式会社
ZOB.Club
ネコマ製作所
株式会社HHM
電気通信大学情報工学工房ダンボール
コミュニケーションロ ボットチーム
重原創作所
create_clock
タニウラ トモフミ
toio™で作ってみた︕友の会
筑波大学芸術系内山俊朗研究室
TICTAC-LAB
中学校技術科
遊びとロボット研究専門委員会＠日本ロボット
学会・筑波大学柔軟ロ ボット学研究室
ウルカテクノロジー
AUTOLAB
わくわく★ミクロ世界探検隊
外苑前ダイナミクス
佐藤ロ ボット研究所
BotaLab
O'Baka Project
東北大学FingerVisionプロジェクト
物質材料研究機構ナノフロンティア材料グループ
蛭子 綾花，青砥 隆仁，髙谷 剛志
Shibusawa Rocket
新里 祐教
ドクブラウン
アンヴァール株式会社
中学生ロ ボコン茨城
蕪木 孝
オープンソースバイオウェアプロジェクト
SPARE-TRACK crafts
宇宙製造工場高水辰巳
OpenEsys
D棟ものづくりクラブ
筑波大学宇宙技術プロジェクト（STEP)
OUCHI Laborator y
たいおつこう
サークルFanFar
吉永弘志
K6KCo.
CyberSpaceLab
あおばや

〈１Fリフレッシュルーム〉

D-01-01
Ｄ-01-02
Ｄ-01-03
Ｄ-01-04
Ｄ-01-05
Ｄ-01-06
Ｄ-01-07
Ｄ-01-08
Ｄ-01-09

artrecorder
光CUBE
FITTYclub
EL-A strocade 製作委員会
高エネルギー技術研究室
万和- Art unit BANNA
TParty
セキュリティ博物館プロジェクト
Music Tesla coil

M-04-08
M-04-09
M-04-10
M-04-11
M-04-12
M-04-13
M-05-01
M-05-02
M-05-03
M-05-04
M-05-05
M-05-06
M-05-07
M-05-08
M-05-09
M-05-10
M-05-11
M-06-01
M-06-02
M-06-03
M-06-04
M-06-05
M-06-06
M-06-07
M-06-08
M-06-09
M-06-10
M-06-11
M-06-12
M-06-13
M-06-14
M-07-01
M-07-02
M-07-03
M-07-04
M-07-05
M-07-06
M-07-07
M-07-08
M-07-09
M-07-10
M-07-11
M-07-12
M-07-13
M-08-01
M-08-02
M-08-03
M-08-04
M-08-05
M-08-06
M-08-07
M-08-08
M-08-09
M-08-10
M-08-11
M-08-12
M-08-13
M-09-01
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M-09-07
M-09-08
M-09-09
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M-09-13
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M-10-02

チームドカロ ボ
豆腐屋
山口自動機械
山下
Scramble
スピニングトップ株式会社
A4walleT
MPM
門奈哲也
ニロス屋
スティンドグラス・ルーシェ
CODE for GIFU 手芸部
MiYO-organic-
筑波大学農産食品加工研
デジタルツイン植物生育プロジェクト
耳飾本舗
明和電機
THE ブロッコリー＆鶏むねズ
ミクミンP
FPGAの部屋
TAEWON KANG
Seeed株式会社
SHK
@yuna_digick
カサネタリウム
株式会社ネフロック
東京大学リサーチコモンズ
株式会社つくばドリームコム
MIDIAN Zero-Blue Light Healthy Lighting Products
AMSU (Shenzhen) New Technology Co.,  Ltd
フェイク朝焼けチーム
3D UI lab
フリーフライト模型飛行クラブ
テクノコスプレ研究会
GADARA
いしかわきょーすけ
歌工房
KATO Yoshimasa
おなかもん
成安造形大学 fabco
山宮 隆
パンタグラフ
武蔵小山咖喱
街ネタものづくり教室
のせラジ・プロジェクト
ライト・イア合同会社
ShenZhen AORO Equipment Technology Co.,  Ltd.
工学院大学附属中学校・高等学校
Hachioji.pm#gadget
Kishima Craft  Works
necobit（ねこびっと）
みんなのラボ
鷲山技研 feat.  HappyTwig BBQ
レフィクシア株式会社
宇田道信
つくる～む海老名
株式会社リコー
wolfworks
エレキ定規楽団
First Four Notes
音楽研究所
smartDIYs
奇楽堂
株式会社3D プリンター総研
ファブラボ関内
カメララボ大崎
ヤバしもデンシ
朱護重工
ロ ボット技術研究会 工作機械班
The Sanbody 3D printer
MONO Creator's Lab
MaSiRoプロジェクト

小野寺 修
KITT Lab
長谷川良平，跡部悠未
omicro
Drone Performance
A ssistech Design Lab
まさお
第一工業大学・情報通信研究部
TeamWeeduck
つくばものづくりオーケストラ
多摩ファビリティ研究所
日立 Orchest-Lab「エレクトロニコス・ファンタ
スティコス︕」
FUKUSHIMA Wheel/Border Sessions
かえでロ ボット研究所
デイリーポータルZ
芝濱工機部
ヒゲキタ

M-10-04
M-10-05
M-10-06
M-10-07
M-10-08
M-10-09
M-10-10
M-10-11
M-10-12
M-10-13
M-10-14
M-11-01

M-11-02
M-11-03
M-11-04
M-11-05
M-12-01

T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e当 日 配 布 パ ン フレ ット

9 8 9 9

万 和- Art unit BANNA-



T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eマ ス コ ミ 掲 載 実 績

1 0 0 1 0 1

B S フジ 　 2 0 2 0 年 7月 3 1日 　 2 4 : 0 0 〜2 4 : 3 0 　 A R 三 兄 弟 の 素 晴らしきこの 世 界 v o l . 2



ウィー クリー A C C S  2 0 2 0 年 3 月 9 日（ 月） 〜1 5日（ 日） 8 : 4 5 / 1 1 : 1 5 / 1 5 : 1 5 / 1 8 : 4 5 / 2 1 : 1 5

T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eマ ス コ ミ 掲 載 実 績

1 0 2 1 0 3



T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eマ ス コ ミ 掲 載 実 績

1 0 4 1 0 5

2 0 1 9 年 8 月1 6 日 　 f a b c r o s s
「 未 来 を「 つくる 場 ＝つくば 」 へ——

つくば 初 の M a k e r  F a i r e「 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r F a i r e 」 が 2 0 2 0 年 2 月に 開 催

2 0 1 9 年 8 月2 1日 　 A X I S
「 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0」 が 開 催 　 つくば 初 の M a k e r  F a i r e 、 出 展 者 も 募 集 中



 2 0 2 0 年 1 月1 8 日 　 ロ ボスタ
【 テレパシ ー は S F で は な い】

脳 波 で 意 思を 伝 達 、 ロ ボットを操 作！つくば 市 が 採 択した 産 総 研 のニュー ロテ クノ

T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eマ ス コ ミ 掲 載 実 績

1 0 6 1 0 7

2 0 2 0 年 2 月17日 　
ね とらぼ

「 全 ⾃ 動 ル ービックキューブ」 の 進 化 が 魔 法 のよう 　 宙に 浮きな がら⾃ら回って色をそろえる



2 0 2 0 年 3 月1 0 日
I Tm e d i a

つくば 初 の「 Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0」 開 催 、　
⾃ 作 キ ーボードの 展 ⽰ やマイコン ボードの 販 売 も

2 0 2 0 年 3 月2 1日 　
4 G a m e r. n e t

脳 活 動 だ け でロ ボットを操 作 する「 b スポーツ」を 体 験 。
　「 B r a i n - m a c h i n e  I n t e r f a c e 」 が ゲームを 変 える

T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eマ ス コ ミ 掲 載 実 績

1 0 8 1 0 9



2 0 2 0 年 4 月 9 日 　
つくば 経 済 新 聞

つくば で「 防 災 テックチャレン ジ」 課 題 解 決 に「 メイカー」 の 力 を

【 そ の 他 】
J : C O M 茨 城 　 2 0 2 0 年 2 月2 1日 　 17: 0 0 〜17: 2 0「 デ イリーニュース 」
ロジ ー「 B M I 」 最 新 技 術
など

12/24/2020 つくばで「防災テックチャレンジ」 課題解決に「メイカー」の⼒を - つくば経済新聞

https://tsukuba.keizai.biz/headline/745/ 1/5

［広告］

Tsukuba Mini Maker Faire2020での「防災」セッションの様⼦。防災科学技術研究所理事⻑の林春男さんとつくば市⻑の五⼗嵐
⽴⻘さん

防災課題の解決を⽬的とした公募プログラム「防災テックチャレンジ」が現在、開催されている。

研究機関・⾏政の専⾨家が解決したい防災課題を提⽰し、その解決⼿法を募集する。今年2⽉に開か
れた「Tsukuba Mini Maker Faire（メイカーフェア）2020」の「防災」セッションの際、プログラムの
内容が発表され、メイカーフェアを主体とするTMMF実⾏委員会が主催する。作り⼿である「メイカ
ー」たちのアイデアや技術を防災に応⽤することが⽬的。

実際に稼働するプロトタイプを作り、動く様⼦を1分以
内の動画に収め提出するプロトタイプ部⾨と、解決⼿法の
アイデアを考え、B3⽤紙1枚に描き提出するアイデア部⾨
がある。それぞれ事前に発表されている、具体的な災害時
における課題からテーマを選ぶ。「スマホ⾬センサーの開
発」「⾃動除雪ロボットの開発」や「避難所のオープンデ
ータ化のためのアプリケーション開発」といった11のテー
マと、⾃由提案の枠を⽤意。優れた提案には最⾼50万円の
賞⾦を授与する。

TMMFプログラム委員⻑の江渡浩⼀郎さんは「スポンサ
ーである投資家の孫泰蔵さんと話していた時にメイカーの

⾒る・遊ぶ 学ぶ・知る

つくばで「防災テックチャレンジ」 課題解決に「メ
イカー」の⼒を

22002200..0044..0099

0 0

つくば駅前初のコワーキン
グ「up Tsukuba」会員募
集中︕

アクセスランキング

つくばのパン店「クーロン
ヌ」が⽵園にカフェ併設店
舗 店内にピザ窯も

つくばに不登校児童⽀援施
設 「⽣き⽅選択できる環
境を」

つく経年間PV1位は休館情
報 パン店オープンや教育
の話題に注⽬集まる

KEKがネコTシャツ販売
「NO CATS NO LIFE」元
素記号で表現

「パンのまち」つくばで初
のパンまつり ⾷べ⽐べや
コーヒー店舗も

もっと⾒る

フォトフラッシュ

つくばの研究所「NIMS」がオンライン参
加型企画 家庭で科学考える楽しさを

NIMSロゴコンテスト

11

22

33

44

55

⾷べる ⾒る・遊ぶ 買う 暮らす・働く 学ぶ・知る 特集1144°°CC

MMEENNUU AARREEAASS

T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eマ ス コ ミ 掲 載 実 績

1 1 0 1 1 1



2 0 1 9 年 1 2 月17日 　 P R  T I M E S
もの づくりの 祭 典「 M a k e r  F a i r e ®」 が つくば で 初 開 催︕ -  Ts u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r e  2 0 2 0  -

< DESIGN >

T s u k u b a  M i n i  M a k e r  F a i r eリリ ース 掲 載 ペ ー ジ の 紹 介

1 1 2 1 1 3

< 発行者 >

TMMF 実行委員会



1 1 41 1 4


